
－341－ 

第７回平成１９年３月定例会会議録（第７号） 

 

招集年月日 平成１９年３月２６日 

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後３時５４分 延会 

招集の場所 与謝野町議会会議場 

 

１．出席議員 

       １番  野 村 生 八      １０番  赤 松 孝 一 

       ２番  畠 山 伸 枝      １１番  勢 旗   毅 

       ３番  上 山 光 正      １２番  多 田 正 成 

       ４番  廣 野 安 樹      １３番  服 部 博 和 

       ５番  小 林 庸 夫      １４番  有 吉   正 

       ６番  家 城   功      １５番  谷 口 忠 弘 

       ７番  伊 藤 幸 男      １６番  森 本 敏 軌 

       ８番  浪 江 郁 雄      １７番  今 田 博 文 

       ９番  井 田 義 之      １８番  糸 井 満 雄 

 

２．欠席議員 

      （なし） 

 

３．職務のため議場に出席した者 

      議会事務局長    森下 文夫    書 記    植松 ひろ子 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者 

      町 長    太田 貴美    代表監査委員    足立 正人 

      助 役    堀口 卓也    教 育 長    垣中  均 

      総 務 課 長    大下  修    教育委員長    白杉 直久 

      企画財政課長    吉田 伸吾    商工観光課長    太田  明 

      岩滝地域振興課長    小林 哲也    農 林 課 長    山﨑 信之 

      野田川地域振興課長    平野 勝彦    教育推進課長    土田 清司 

      加悦地域振興長    和田  茂    教 育 次 長    鈴木 雅之 

      税 務 課 長    和田 茂雄    下水道課長    小西 忠一 

      住民環境課長    藤原 清隆    水 道 課 長    芋田 政志 

      会 計 室 長    金谷  肇    保 健 課 長    佐賀 義之 

      建 設 課 長    坂本 典男    福 祉 課 長    岡田 康利 
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５．議事日程 

  日程第 １  議案第３５号  平成１９年度与謝野町一般会計予算について 

（質疑） 
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６．議事の経過 

（開会 午前９時３０分） 

議  長（糸井満雄） おはようございます。ご苦労さんでございます。 

本日、家城議員は病気治療のため遅刻する旨の申し出がありましたので、ご報告申し上げてお

きます。 

ただいまの出席議員は１７人であります。 

定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。 

日程第１ 議案第３５号 平成１９年度与謝野町一般会計予算についてを議題とします。 

本案については、既に質疑に入っておりますので、直ちに質疑に入ります。 

それでは質疑はありませんか。 

服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） それでは、商工観光課長にお伺いしたいというふうに思います。 

先般の一般質問でも、有吉議員の方から質問がされましたわけでございますけれども、いわゆ

る京都府の各市町村の中で、この与謝野町のいわゆる１人当たりの町民の所得が低い。例えば旧

加悦町の所得が２５７万円で、京都府の中で最下位でございます。その上が、ブービーがいわゆ

る野田川町でありまして２６０万円、その上に三和町、瑞穂町、夜久野町がありまして、その上

が岩滝町で、２７１万円の所得ということになっておるわけでございます。 

今、過疎で大変お困りの伊根町さんが、旧岩滝町の上でございまして、その上に京丹後市があ

ったりいろいろとするわけでございます。こういう状況を眺めてみますと、いかに与謝野町が町

民の所得が少ないかということが理解できるわけでございます。例えばトップであります木津町、

これがトップでありまして４１２万円、この木津町と旧加悦町と対比をいたしますと１．６倍の

所得間格差があるというようなデータが、毎日新聞で報道をさたところでございます。 

こういうような状況をかんがみてみますと、やはり今までちりめんという１つの大きな産業が

あったわけでございますし、それから農業があって、いわゆるこの丹後の産業の両輪と言われる

ような状況で今まで推移してきたわけでございます。しかしながら、ちりめん産業に関しまして

は既にパンク状態でありますし、また、農業の方もいわゆる米作一本やりできておった弊害も出

ておるんではなかろうかなというふうに考えております。 

この予算の中でもいろいろと論議をされまして、農林課長等の答弁の中で、いろいろと循環農

業というようなことに将来をかけておるんだというようなことで、光は見えておるかのようでご

ざいますけれども、実際、町民の懐を潤すというようなところまでは、まだいっていないんじゃ

ないかなというふうに思っております。 

こういう中にありまして、今年度の予算を見させていただいておるわけでございますけれども、

いわゆる産業振興についての、これはという施策がないように思うわけでございます。その辺の

ところをまず最初に課長の方から、どうなっておるのかというところをご説明をお願いがしたい

と、かように思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えをさせていただきたいと思います。 
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ご指摘の関係でございますけれども、ご指摘のとおり１９年度、新年度予算につきましては、

具体的な新しい施策を予算計上しているという部分につきましては、正直に申し上げまして具体

的にはございません。 

しかしながら、私どもにつきましても産業振興につきましては非常に重要なポジションである

ということも認識をしておりまして、１９年度におきましても一応努力目標というものを持って

取り組むという姿勢を持っております。 

漠っとした話になりますが、商工観光課におきましては、伝統から未来を開く産業づくりとい

うテーマを持って取り組むという目標を持っておりまして、とりわけその中には大きく４つの努

力目標を持っております。 

１つは、商工業の振興という部分でございまして、これにつきましては、この定例議会の中で

も議論いただいております、制度融資の廃止ということはあるわけでございますが、その部分に

つきましては答弁をさせていただきましたとおり、京都府の制度融資に乗って、これを補完いく

んだという姿勢をもって取り組むということでございますけれども、今後も予想されます大型店

の出店等も考えながら、地元商店との連携をどう図っていくかと。さらには、その部分としてど

ういう支援を行っていくかと。一定の支援は持っておりますが、総括的にさらなる具体的なアク

ションを起こせる支援とは何かという部分について、議論を重ねたいというふうに考えておりま

す。 

それから織物業の振興でございますが、これも申し上げましたけれども、基幹産業と地場産業

が一体化をすることが、地域産業の活性化につながるというふうに私は考えておりまして、それ

がアンバランスな状況になっているということでございます。そこをどう支援をしていくか、取

りまとめていくかということでございますが、織物業の振興を行政が直接的にどう取り組んでい

くかということは、非常に難しいというふうに判断をしておりまして、行政として行える支援と

いうことにつきましては、内需の拡大という部分になるわけですが、着物等々の需要の拡大に向

ける行政としてできる仕掛けを、どのようにやっていくかということでございますが、１９年度

におきましては、きょうまでは商工会組織を通じまして男性と言いますか、男の方々の意見を、

事業主という形で意見を聞いてきましたけれども、今年度におきましては女性の方々に、実際に

機を織っておられる方もありますし、女性の方を中心にいろんな意見を聞きたいということで、

女性の立場からの意見をいただくような組織づくりを、行っていきたいというふうに考えており

ます。 

それから、次に観光交流の育成でございますけれども、これは観光振興ビジョンもことしから

つくっていくということで、予算には委員会の委員会費しかもっておりませんけれども、２０年

には総合計画もかんがみながら、最終的なビジョンづくりを行っていく考えでおりますので、予

算的には委員会の謝金程度で済んでおりますが、具体的にそれも与謝野町の観光振興をどう図っ

ていくかというところで、策定を行っていく準備をしたいというふうに考えております。 

それから、そこで議論されるわけですが、基本的にはハードよりソフトという考え方を持って

おりますので、その中で既存の産業をどう観光化に結びつけるかというあたりを、議論していき

たいなというふうに考えております。 

要するに、この町内には大きなホテル、旅館等が実際実現しておりませんので、公共的な宿泊
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施設が主だというところでありますので、そういったあたりから体験型、教育旅行ではありませ

んけども、そういった分野の方に目を向けた、よその地域にない与謝野町らしさの観光振興の部

分に目を向けていきたいというような考え方を持っております。 

それから優良産品をことし認定するわけでございますが、優良産品を認定した後につきまして

は、町として行える部分としては、認定業者の皆さんとともにさらなるＰＲと、それから販路の

実現に向けて取り組みをしたいということで、与謝野自慢を実施するという考え方を持っており

ます。 

それから、新たな産業おこしへの支援と雇用の確保ということも、１つ大きな柱として考えて

おるわけでございますが、ご承知のとおり雇用創出調査事業を現在やっておりまして、間もなく

報告書ができ上がります。その中で旧町の進めてきました企業誘致との連携を図りながら、新た

な雇用創出をどう図っていくかというような部分を１９年度におきましては議論をしまして、与

謝野町の産業振興をどう図っていくかということを、議論していきたいというふうに思っており

ます。 

数字的な部分で申し上げますと、確かにご指摘のとおり非常に所得率は低いということであり

ますが、私の認識している中では、給与所得者がこの町内には９，７００人余りおられるんじゃ

ないかなというふうに思っておりますし、それから事業所得者、農業や不動産は、ちょっと含ま

れておりませんけれども、いわゆる事業者という形での所得者数が約２，０００、１，９８０名

余りおられますし、それから給与と事業所を合わせてみますと、８８４人の方がそういう形で与

謝野町の中で所得を受けておられると、収入を受けておられるという状況でございますので、そ

ういった分野にも目を向けながら、細かく、個人情報にはかかわってくるわけですけれども、い

ろんな形で分析をしながら、この所得向上をどう図っていくかということも、１つ考えてみたら

どうかなということも今考えましたので、そういう部分も含めた今言いました４つの柱で、

１９年は頑張っていきたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 今課長の方から、るる説明をしていただきました。 

やはり新しい施策はないということを、課長みずから認められておるわけでございます。しか

しながら町民は、あすの飯さえままならんという状況にあるということは、私もずっと以前から

申し上げてきておることでございまして、やはりその辺のところにもっと真剣に目を向けて、そ

して救いの手を差し伸べていっていただかなければ、ならないんではなかろうかなというふうに

思っておるわけでございます。 

今の町民は、以前は事業者が大変多かったわけでございまして、機屋さんをやっておられた方

が多いかったわけでございますけれども、機の景気が悪くなったということで、いろいろとどこ

かへ日雇いで行くだとか、また・・・・の方にお手伝いに行くだとかという方が、ふえてきてお

られるわけでございまして、先ほどの課長の答弁の中にもありましたように、給与所得者が

９，７００人、それに対しまして事業所得者が２，０００人、この数字が如実にあらわしておる

んではなかろうかなというふうに思っておるわけでございます。 

しかしながら、このかつて事業をされておった方々というのは、機の織機の入れかえだとか、

また設備投資なんかで相当の借金を抱えておられるというのが、実情であるというふうに思って
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おるわけでございます。その方々が、現在、給与者として給料をもらって行っておられるわけで

ございますけれども、なかなかそのための返済のために働いておるというようなことで、実際、

本当に文化的な生活をしておられるのかということになると、疑問符がつくわけであるわけでご

ざいます。 

やはりその中で今回、私が大変残念に思うことは、今まで野田川町の中でありましたような、

マルノだとか、マルヨだとかというような、この融資制度というものが、全くなくなってしまっ

たということでございます。私も小さな店を営んでおりますので、大変これらの制度にはお世話

になりまして、大変重宝いたしておるわけでございます。 

しかしながら、この制度がなくなって、府の制度１本になるということになりましたら、これ

は今までから大変府の制度というのは使い勝手が悪いもんであって、ついついマルノだとか、マ

ルヨだとかという身近なものを活用してきたという経験があるわけでございます。それがなくな

ってしまうということは、これは本当にもう命を断ち切られたというようなとらまえ方を、事業

者であればされるんではなかろうかなというふうに思っておるわけでございまして、今後さらに

と言いますか、今後やはりマルヨの復活というものに対しまして、真剣に考えていただきたいと

ういうふうに思っておるわけでございます。 

それと同時に、やはり産業振興策というものを、具体的にやはりつくっていっていただく必要

があるんではなかろうかな。私もこの前の一般質問でも申しましたように、第１回目の一般質問

の中から、いかにここに若い人が定着して、子、親とおじいさんと３代が一緒に、仲よくこの与

謝野町で暮らしていけれるような町をつくっていきたいというようなことを、いろいろな角度か

らお願いをしてきたわけでございます。しかしながら、加悦谷高等学校を卒業した方々が、この

地で就職をしようと思っても就職する場所がない。嫌々都会の方へ出て行かざるを得ないという

のが、現実ではなかろうかなというふうに思っております。 

その中にあって、やはり少子・高齢化というものは、ますます拍車がかかっていくというふう

に思うわけでございまして、やはり基本的には、このあたりから改革をしていかなければならな

いのではないかというふうに、とらまえておるわけでございます。 

いろいろと産業振興策、４点おっしゃっていただきました。商工業の振興、織物の振興、観光

の振興、優良産品の販路拡大等おっしゃっていただいたわけでございますけれども、この中で商

工業の振興にしましても、織物の振興にしましても大変難しい、どうしていいかわからんという

ような状態で、暗中模索だというような答弁に私は取れたわけでございます。このあたりも明確

にしていただきまして、一日も早く具体的な案というものを出していただきまして、もう本当に

町民は困っておる、あすの飯さえままならんというのが現実であるというところに目をやってい

ただきまして、ぜひとも豊かな生活がこの与謝野町でできる体制というものをつくっていただき

たい、かように思うわけでございます。その点について、課長の再度答弁を求めたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えをさせていただきます。 

先ほども申し上げましたけれども、予算的に上乗せをした新年度予算でないというのは、現実

でございますけれども、先ほども言われましたように早くという部分につきましては、私どもも

真摯に受けとめていきたいというふうに思いますが、それに向けて新町としての取り組みを、旧
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３町の時代からのいい部分を盛り込んだ中で、どのように求めていくかということを早急に議論

していきたいと思いますし、まとめたいというふうに思っております。 

具体的には、制度融資につきましてはご指摘のとおりでございまして、これは旧３町におきま

しては、商工業者にとっては大きな支援であるということも認識をいたしております。施策とし

ましてはトータル的に考えれば、後退という部分については否めないのかなというふうには思っ

ておりますが、何回も申し上げておりますように、確かに町の窓口をたたければ簡単にというよ

うな部分があったというように思いますが、それは京都府の制度融資の中での窓口も広い部分が

ございますので、そういった部分での受け入れは十分していただけると思いますし、私どもの方

にも全くその制度融資にかかわらないというものではなくて、当然、不況対策も含めた相談窓口

も継続的に行っていく中で、やはりそれをどういうふうに誘導していくか。あわせまして、その

京都府の制度融資に向けても具体的に、私どもの方でできる限り指導していきたいと思いますし、

それから商工会の方にも経営指導員がいるわけですから、経営指導員からも京都府の制度融資に

ついて、フォローアップをしていただけるような形にもなっておりますので、そういった部分を

生かしながら企業者の方にご理解をいただいて、そういうところでの融資制度を受けていただく

という形、あわせまして保証料については、町がバックアップさせていただくというようなスト

ーリーを組んでおりますので、ご理解をいただきたいというふうに考えておるところでございま

す。 

それから雇用の問題につきましても新町におきまして、商工観光課の中に新たな係が設置され

ましたことはご承知のとおりでございまして、雇用対策係の中では企業誘致も含めた取り組み。

新たな企業誘致というのは、現実的に非常に難しいですけれども、先ほど言いましたように既存

の企業誘致をしました企業との連携をどう図っていくかの中で、雇用をどういうふうに創出して

いくかということが、大きなポイントになるんではないかというふうに思いますが、確かに雇用

問題は非常に難しいわけでありまして、雇用の受け入れがないというわけではなくて、いわゆる

雇用のアンマッチと言うか、若い人たちの雇用を地元は求めていますが、なかなか若い子がその

仕事につきたくないという現実もありますし、高齢者の方については、どんな仕事でもやりたい

んだけども、企業側がそこの人材を受け入れないという、すべてではありませんけども、そうい

う傾向にあるという部分がありますので、そこを町としましては京都府の奨励金なりを使いなが

ら、そこをうまく穴埋めをしていけるようなバックアップをしていくことが、重要かなというふ

うに考えているところでございます。 

それから最後になりますけども、今後の取り組みとしましては、やはり商工会の組織として、

どう地域との連携を図っていくか、トライアングルがうまくできるかという部分が、非常に重要

かなというふうに思ってます。今、３町商工会も合併ということで、非常に事務的には大量の部

分で抱えておりますけれども、来年は一本化をされるわけでございますので、経営指導員が団結

をしながら地域をどう活性化させていくかということについても、もっともっと強いパイプを持

ちながら取り組んでいく必要があるというふうに考えておりますので、これは現実的な部分がど

うじゃああらわれていくかということについては、今の段階では答弁できませんけれども、そう

いう方向で努力をしたいというところで、ご理解が賜りたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 
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１ ３ 番（服部博和） 課長も全くやらないというんでなしに、頑張っていこうという姿勢が答弁の中で

見られますので、ぜひともそういう方向でひとつ事業者に対しますバックアップを、お願いがし

たいというふうに考えております。 

制度融資なんかは、できるだけ早いことこれ復活をさせていただくか、何らかの新しいものを

つくっていただかなければ、私も前にいろいろと申し上げましたように、サラ金等に行かれる方

も大変ふえておるようでございます。そういうところへ駆け込んで行かないようなひとつ方向づ

けをつくるのも、やはり公的な行政の役割ではないかなというふうに考えておりますので、その

点もあわせてお願いをしておきたいと思います。 

質問を変えます。次、環境課長にお伺いしたいというふうに思います。 

１５２ページのいわゆる一般廃棄物収集業務の委託料が１億円ほど上がっておるわけでござい

ます。これは私も所管の委員会でございますので、委員会の中でもお伺いをしておったわけでご

ざいますけれども、これはいわゆる加悦町の一般の収集業務をＯ社へ委託されるというふうに思

っておるわけでございますけれども、既にこれは契約をされておるのか、今から契約されるのか、

その辺のところからお伺いいたしたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） 加悦町のごみの収集業務の関係ですけども、ことしの４月１日から尾上さん

に合特の支援業務として出すわけでございますけども、まだ契約につきましては準備段階でござ

いまして、契約等についてはしておりません。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） かつて私はこの収集業務につきましても、質疑をさせていただいた経過があるわ

けでございます。そのときに口酸っぱく申し上げましたことは、いわゆるごみの委託、合特法の

関係で委託しなけりゃならんということは重々わかっております。しかしながら、今まで野田川

町と岩滝町が委託をされておりまして、野田川と岩滝では同じ仕事を委託するにいたしましても、

金額が倍ほど違うということをご質問させていただいた経過があるわけでございます。 

１７年の資源ごみの搬出業務委託契約で、野田川町でペットボトル、発泡スチロール、その他

プラ、段ボール、新聞、缶、それから岩滝町も同じものを同じように出しておられて、野田川町

は１回６万円で済ましておるのを、岩滝町では１１万１，１００円支払っておると。ですから今

回、加悦町の分を委託されるに当たりましては、どこをレベルとして委託契約をされようとして

おるのか。当然安い方で、レベルを合わされるべきだと私は思っております。この前も質問をさ

せていただきましたように、パートの方の給与は一番安いところで合わせておられたという答弁

もいただいております。パートの給与は一番安いところで合わせて、業務委託するときは一番高

いところで合わせておられるようなことは、ましてやないだろうなと思いますけども、念のため

に課長にお伺いしておきます。よろしくお願いします。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） 合特法の関係につきましては、尾上さんの売り上げが年間約１億円というこ

とで、その収益率につきましては２０％、下水の完了時点で２億円の補償総額が必要となるとい

うことでございます。 

それでごみの収集関係の補償につきましては、加悦町の収集業務を代替え業務として出すこと
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を条件にしまして、人口１人当たり税込みで５，２５０円で完結をするということでございます。

この計算で算出をいたしますと、ちょっと今資料が手元にありませんけども、年間１億

６，１３７万５，０００円の代替え業務が必要となってきます。これにつきましては加悦町の収

集業務の１，５００万円を入れた場合でございます。したがって、最終的にこの時点でいきます

と、尾上さんが３，８６２万５，０００円ほど代替え業務を放棄するということになるわけでご

ざいます。 

それで服部議員さんが常日ごろから、もっと委託料を下げるべきだというようなことを言わと

るわけでございますけども、仮にこれが業者と打ち合わせの中で可能だといたしましても、余り

この額を下げてきますと次に出す業務がないということで、これにつきましては合併協議の中で、

一応、加悦町の１，５００万円を入れた額で、上水関係、下水関係もすべて入れてですけども、

１億６，１３７万５，０００円ということになっておりますので、一応、加悦町の１，５００万

円を入れまして、この合特事業につきましては、一応これでけりをつけたいというふうに考えて

おります。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 私もかつて質問したときに、合特法というのは悪法であるけれども、この法治国

家であるならば悪法であっても、法律は法律だということを申し上げてきました。 

しかしながら法律を守ることと、いわゆる握り、握りと言うたらちょっと言葉が悪いかもわか

りませんけれども、一番高いレベルのところで何も私は委託業務、委託させる必要はないと。だ

から今課長の答弁の中で、いわゆるほかにも合特法の関係で回すものがないからやむを得ないと、

これは私は答弁にならんと思います。また、その合特法の満額といいますか、目いっぱいになる

まで足らない分があれば、また置いといて、また何か出たときにそれを回していくというような

方法だって、当然考えられるんじゃなかろうかなと私は思うんですけれども、その辺は、そうい

うことができないのであるのか、その辺のところを課長にお伺いします。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

課長、聞き取りにくいで、もう少し大きい声でお願いします。 

住民環境課長（藤原清隆） この関係につきましては先ほど申し上げましたように、合併協議の中で一応

固めておりますので、今から額の変更をするということは、困難ではなかろうかなというふうに

思っております。 

議  長（糸井満雄） 服部議員。 

１ ３ 番（服部博和） 合併協議の中でそういう話があったということで、すべて今まで切られてきてお

るわけでございます。 

この前、質問させていただきましたパートの件につきましても、一番低いところで合わせて

３０数パーセントのダウンを余儀なくされたということも、合併協議で決まったという答弁であ

ったわけでございます。この合併協議の問題は、また次に質問させていただくことにしまして、

私は今この問題については納得ができません。それだけ申し上げて、時間が来ましたので質問を

終わらせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

議  長（糸井満雄） ほかに。 

多田議員。 
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１ ２ 番（多田正成） おはようございます。 

今年度の予算に沿って質問を若干させていただきたいと思いますが、１７２ページの農業振興

について、農林課長にお尋ねをしたいと思います。 

今年度の予算の歳出を見ましても、１８年度より削減されておりまして、農業振興の方も大変

厳しい予算だなというふうに思いますけれども、まず、それ以上に農業の方が大変厳しいようで

して、田んぼをつくっていても、１反に２、３万円程度の利益しかないという大変厳しい農家の

話を聞かせていただいておりまして、そんな中でそういう環境ですので、なかなかお若い方も従

事してくれないんだという話を聞かせていただいております。 

それに今、国の方では小さな農家の切り捨て策が行われておりまして、集約型農家をつくるの

を進めておるようですけれども、そのあたりが当町ではどのように進めておられるのか。また、

後継者の問題などもあわせて課長にお聞かせ願いたいのと。今後、農業を考えたときに、本当に

このままで農業が守れるのだろうかというのがありまして、今後の農業のあり方をもっと変えて

いく必要があるのではないかなというふうに思います。 

先ほども服部議員の方から、農業、あるいは産業振興について言われておりましたけれども、

やはり新しい産業、新しい形の時代に合ったものをつくろうと思えば、やはり行政主導で試作的

な、研究的なことをやっていかなければ新しい産業は生まれてこない。都会ではやはり大学とか、

そういうところでいっぱい研究しながら、国の施策で支援をいただいて、そして研究して新しい

産業を創出していくということでありますけれども、ローカルにつきましては大学もありません、

また、そういう研究費もなかなか出ませんので、新しい産業が生まれない。 

現に、自分たちができる範囲のことをやりながら、この町で生活しておるわけですけれども、

やはり同じことを繰り返しておってもいかんので、その辺で農業の振興策が、もう少し考えてい

かれる必要があるのではないかなというふうに思いまして。 

そんな中でもあるんですが、京都府の方では空き家バンク策と言って、国営農地を活用しなが

ら、その施策を進めていっとるようにお聞きをしておりますし、大阪の方から大野の方に入られ

て、そして国営農地で物をつくって、そして自分の視野であります大阪に行きまして、その大阪

に直接自分のつくった農作物で、そして生計を成り立たせておられる方があります。 

そういうことは、ごく一部の出来事ですけれども、それと同じことをしてほしいという意味で

はないですけれども、何か新しいそういう策を考えたときに、やはり当町の農林課でそういう新

しい試しに、モデル事業ようなものを何か考えておられるのか、おられないかなということで、

そんなあたりを課長に思いや構想を、お聞かせ願えたらと思います。 

議  長（糸井満雄） 山﨑農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 多田議員のご質問にお答えしたいというふうに思うんですが、大変大きなテーマ

になっていったんだなというふうに思っておりまして、どういうふうにお答えしたらいいんか、

ちょっと悩んでおるんですが。 

ご質問のとおり農業につきましても、大変厳しい状況は引き続いておるわけです。国の方とし

ても厳しい状態をどう打開するのか、あるいは食料安全保障の問題とも絡めて、国の方としても

農地は守っていかんならん。しかし、なかなか産業として成り立たんという部分をどう埋めよう

かということで、いろんな施策を出されます。その中では、やっぱり農業の経営について、構造
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改革という思いだろうというふうに思うんですが、やっぱり認定農業者、担い手に集約をさせて

農地を守る。それから経営の効率化を図るということでないと、なかなか農業をやり切れんだろ

うということで、国はどんどんそういう方向に進めてますが、地方の方は、やっぱりそのことだ

けでは地方の農業は成り立たんということも十分認識しております。 

そこで与謝野町の地域でも認定農業者、あるいは担い手農業法人があるわけですけども、そう

いうとこへ行って集約をさせてということは考えておるわけですが、徐々に、段階的にというこ

とでないと成り立たんだろうということがありますので、集落でそういう組織的な農業をやって

くということが求められるわけですけども、徐々に進めていくことが必要だろうというふうに思

っております。 

それで、そういう中からいろいろ農業振興についても旧町時代から考えるわけですけども、小

さい農家でも何とか、なかなか産業にはなり得んですけども、付加価値のついたといいますか、

価値のつく農産物の生産に取り組んでほしいという思いがありまして、自然循環農業を推進して

いくということで、この与謝野町では合併１年目ですけども、１９年度からも取り組んでいただ

くと。地域的にはふえていくんだろうと、考え方もふえていくんだろうと、そういった考え方も

ふえていく。あるいは農地が、いきなりドンとふえるということにはなかなかならんですけども、

農家の方の考え方も、そういう方向に行くんだろうというふうに思っております。 

それで、ご質問が幅広かったんで、答えになるかどうかわからんですけども、与謝野町の中で

も高齢者対策、あるいは後継者不足対策ということでは、新規就農される方が京都府下で言いま

すと多いというふうに思っておりまして、新しい若い農業者の方が農業法人で研修され、それか

ら町内に定着された例は何例もありますので、そういう新しい農業、若い人の新規就農の育成に

努力をしていきたい。 

それから多田議員の思いとしては、今後、いわゆる団塊の世代と言われる方々が大変多く出る。

そういった方が、何とか就農の方向へということがありまして、先ほどの大宮の例でも、ちょっ

と手前の方が、ああいう活動をやられとるわけですけれども、そういう方を何とか引きつけたい

という思いは我々自身にもありまして、なかなか町内で農業後継者が育たない、外から新しい新

規就農者を呼んできて研修をさせる、あるいはしてもらえるような条件づくりをするということ

も大切ですし。 

それから一方では、これは京都府もやっとるんですが、丹後で農作業体験をしていただくとい

うことで呼びかけておるんですが、農地を借れるということと、安い宿泊施設をあっせんすると

いうことで、都会の方がいわゆる土日に農作業に来ていただいて、そのうち気に入っていただい

たら丹後へ定住していただくというような制度を、もう既に京都府が丹後広域振興局管内でやっ

ておりまして、その方は与謝野町加悦地区に１名、京都市内の４０代ぐらいの学校の先生に農園

を貸して、通われとるというケースがあるんですが、そういうパターン。 

あるいは、もう１個は農業法人等で農家民宿みたいな形で、農作業体験をさせれるような、民

泊をさせるような施設ができたらいいなというふうに思っておりまして、そういう中からこの与

謝野町のよさを知っていただいて、将来、定住していただくようなことにならんかなという思い

がありまして、何とかその農作業体験ができるような農家民宿、民泊、そういう担い手、あるい

は認定農業法人の中でそういう動きがあれば、目いっぱい支援していきたいというふうな考え方
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でおります。 

新しい産業、新しい農業をどう進めていくかというのは、危機的な農業、農村地帯には、それ

こそ空き家をあっせんしたり、それから土地を無償で譲渡したりというような形で定住対策をと

っておられる市町村もありますが、まだ加悦谷といいますか、この与謝野町ではそこまで危機的

な農村状態になっていないという部分がありますので、それは近いになるんでしょうけども、そ

ういう状態にありますので、今のとこはまだ国の施策を正確に農家の方に伝えて、一番有利な形

で農業をやっていただくような進め方をしていくというのが、大前提だろうというふうに思って

おりますので、とりあえずのとこはそういう形でやるんですが、今後ますます危機的な状況にな

ってくれば、行政としてのやり方、考え方というのは、大きく方向を変えていかんならんという

ふうには考えております。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 農業の問題というのは大変厳しい問題でして、なかなか解決する問題ではありま

せんけれども、この町としてやはり今課長が言われましたように、まだ与謝野町の農業について

は恵まれたところだなというふうに思いますし、そんなふうにも思いますけれども、悪くなって

から手を打つようなことでは、とても間になわないということでありますので、今、団塊の世代

の話も課長の方からお聞かせ願い、また、先生の例もあります。その１例ですけれども、そうい

う例をうまく活用しながら交流型農業だとか、観光型農業だとか、また田畑付き住宅だとか、何

かほかのこととリンクしながら農業を守っていく。農業だけでは生活できない、また先生方のよ

うな退職された裕福な方が遊び感覚で、この町に農業をしながら住んでみようと言われるような

施策を思いつくのは、やはり行政の仕事ではないかなというふうに思いまして、そういう仕組み

の中に我々この町で生きている個人個人が、そうならこうして生きていこう、こうして商売して

いこうということが生まれてきました。その中に発展があるんだろうなというふうに思いますの

で、課長に今後１０年後を見据えて本当にそういう構想があるのかどうか、もしありましたら。 

私の思うには、また商工観光課長にも聞きたいと思っておるんですが、工芸村などありますし、

それから双峰の宿舎もあります、それから温江に山の家もあります。やはりそういうことを活用

しながら交流型、また観光型農業に結びつけていくとか、そういう施策が、今後やっていかれよ

うと思う構想が頭の中にあるのかどうか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 山﨑農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 答えとしてはあるといいますか、構想そのものはないんですが、頭としては、そ

ういう方向になるんだろうということを思っております。 

ただ、今現在は農業振興施策、あるいは定住対策、あるいは観光対策、今のところばらばらで、

それぞれに考えておりますので、近い将来もうそれぞれの担当課が寄って、一本で進めるような

形で対策、あるいはビジョンを練っていかんならんという時期は、近い将来だろうなというふう

に思っております。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 課長の力強い構想といいますか、行政の取るべき道を言っていただきまして、大

変期待をするところでありますけれども。 

その農業の問題もですけれども、次に質問をちょっと変えまして、細かい話で大変申しわけな
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いんですけれども、予算も昨年より少し落とされております共同防除事業だと思うんですけども、

ヘリ散布ですね、ことしもやっていかれると思うんですけれども。大変農家の方に聞きますと、

このヘリ散布というのはどうですかと言いますと、採算の取れん中で、やむを得ずこのことをし

ないと手が足らないんで、ぜひともこのヘリ散布を活用せざるを得んなというふうに言っておら

れまして、採算が取れる取れんにかかわらず、ぜひともこういうことをやっていただいて、共同

的にやっていかないかんということであります。そのことは去年並みに、補助政策は去年並みに

できまんでしょうか。 

もう１点、済みません。以前、この議会でお尋ねした町道から町道へのアクセスをしている農

道ですね、この農道の舗装整備は区の方からいろいろと出てると思うんですけども、これは大体

町道から町道へのアクセス道路は、農道であってもやはり建設課の方にお願いしたらいいのか、

農林課の方にお願いをしたらいいのか、その辺ちょっと見解をお聞かせ願いたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 山﨑農林課長。 

農林課長（山﨑信之） お答えします。 

農林関係予算の減少というのは、昨年はファマーズライス、冷凍米飯施設の改築をやりました。

それがすべてなくなっております。そういう面で予算規模としては、少し減少したというか、縮

小したということがありますが、実際的には、中身的には昨年と比較して予算が落ちたというと

ころは、もうほとんどないはずです。 

ヘリ防除につきましても、ほぼ昨年並みの予算をみております。ヘリ防除につきましては、旧

野田川地域で、ほとんどの地域でやっておられたということがありまして、加悦の地域でも徐々

にふえてきとる。先ほど言われましたように、なかなか共同防除作業というのが人的にも確保が

難しいということがありますので、できればヘリ防除にしていただくと人数が少なくて済む。た

だ、少し経費がかかるんで、通常の防除と比べてヘリ防除が高くなる部分について補助をさせて

いただいとる、支援をさせていただいとるという考え方で、ヘリ防除については、今年度も昨年

並みで予算はみております。 

それから、前にもご質問がありました農道舗装については、町道から町道への間に農道がある

と。そこについては一般車両も進入してくる、農道の痛みが激しい、ぜひ舗装をということがあ

りましたので、建設課とも協議はするわけですが、基本的には農道ですので農林課対応にならざ

るを得んだろうなというふうに考えておりまして、ご質問の件につきましても課内では検討して

おるんですが、なかなか制度的にもピタッと合うもんがないということで、今検討しておる段階

ということで、ご理解がいただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） ヘリ散布の方は去年並みということでありますけれども、ぜひとも続けてあげて

いただきたいなというふうに思います。 

それとアクセス道路ですけれども、基本的には農道ということで農林課が担当ということであ

りますけれども、多分、区の方から随分出てると思います。私もたまに通らせていただくんです

が、大変痛みが激しいので、できるだけ予算を組んで、早く修理がしていただきたいなというふ

うに思いますので、お願いいたしまして、次に質問を変えさせていただきます。 

次に、２００ページでありますけれども、観光振興について、太田課長にお尋ねをしたいと思
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います。 

それこそ当町も町木としてツバキ、町の花としてヒマワリが決定いたしまして、ツバキにつき

ましては、滝の千年つばきまつりとか、花につきましては、ひまわり１５万本として事業を展開

されております。そういった意味からも、もう少しほかにも観光に向けた取り組みができないか

なというふうに思っております。 

昨日も与謝野町の観光協会が発足して、総会が初めて開催されまして、会長さんがそれぞれの

抱負を述べておられたようですけれども、総合的に丹後全体の中で与謝野町を考えますと、観光

には少し弱い町だなというふうに思います。それだけに歴史と文化を生かしながら、新しい魅力

を仕組んでいかなければ、そこでお客さんは来ない、また、定住者はふえないという問題があり

ます。 

今、農林課長にもお尋ねしましたけど、加悦町にはリフレを中心に江山文庫、道の駅、それか

らＳＬ広場とか、千年つばきとか、また大江山運動公園といったすばらしい場所が点在しており

まして、そしてその付近一帯が工芸村として位置づけられております。今現在では、もうひとつ

にぎわいを見せておりませんが、大変環境のいいところですので、課長の構想の中に、あそこ一

帯をもう少し交流だとか定住だとかを含めながら、何か新しい構想がありましたらお聞かせ願え

たらありがたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えをさせていただきます。 

何回か答弁をさせていただいておりますが、先ほど農林課長からもございましたように、各セ

クトだけで物事を考えるんではなくて、観光振興も考える際には、やはりトータル的に考えてい

かなければならないというふうに考えておりますので、そのビジョン策定に当たっては、単なる

観光関係者だけで物事を議論するんではなくて、農業、あるいは経済、地域商業も含めた中で議

論をしトータル的に、観光振興といえども、全体的な部分をどう活性化させるかという部分を持

った委員会にしていきたいというふうに思いますので、その中で議論していくという考え方を持

っております。 

加えまして、ご指摘のとおりこの与謝野町には、３町合併によりいろんな施設が一本化と言い

ますか、１つの町の中にあるわけでございまして、この辺のネットワーク化をどう図っていくか

ということも、今年度においては取り組むべきものとして認識を持っておりますので、その施設

のネットワーク化の組織化を図っていきたいと。その中でどういった、それぞれの特徴を持った

中で連携を図っていくか、相乗効果を上げていくかという議論を、具体的に行っていきたいとい

うふうに考えております。 

それから今後の構想ということでございますが、いろんな施設がありますけれども、その施設

に・・した目的がきちっと達成できるような動きをしていく。行政は、その辺のバックアップを

していくことになるというふうに思いますけれども、見直しということもしていかなければなら

ないというふうに思いますので、具体的には双峰公園につきましては、従来の形から現実的なこ

とを見ますと、いわゆる施設を廃止するわけですから、後退的な考え方になるわけですけども、

後退しても従来の形の中で、逆に相乗効果が上がるような仕掛けをどうやっていくかということ

については、十分担当も含めて、また、現場との調整も図っていきたいというふうに考えており
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ます。 

それから具体的に工芸の里とか、いろいろと出ておりますけれども、その見直しの中には単な

る旧町が掲げてきた看板というものを、取り除いてもいいんじゃないかなという考え方を持って

います。確かに旧町でつくられてきたものを書きかえるということは、非常に難しい問題ですけ

れども、そうしないと先が見えてこないというふうに思っておりますので、工芸の里でも単なる

工芸、匠だけのものではなくて、例えば芸術家の中には音楽もあればいろんな、あそこの出だし

は織物という形が広がりをもってということになっていますが、文化、音楽、いろんなものもあ

の中に入ってもいいんじゃないかなというふうに思います。そうすれば工芸の里というよりも芸

術の里みたいな形に変わっていくわけですが、そういうこともやはり既存のものを残していくだ

けではなくて、そういう感覚で視野を広げていくと、またそういうものをつくっていくというこ

とが、僕は大切でないかなというふうに思ってますので、そういう気持ちを持って取り組んでい

きたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 課長の思いも聞かせていただきまして、大変心強く思っておりますし、本当にや

っていかなければ、何か行動を起こしていかなければ、アクションを起こしていかなければ変わ

っていきません。工芸村としてすばらしい場所ですけれども、もうひとつにぎわいを見せており

ませんし、ただ工芸村に固執するんではなしに柔軟な思いから、今課長が施策を考えていきたい

というお言葉をいただきました。ぜひとも頑張っていただきたいなというふうに思っております

し、私たちもこの町で生活をさせていただいている中で、やはりすばらしいとこはすばらしいな

というふうに思うんですけれども、やはり田舎と言いますか、その寂しさが出てしまったんでは、

何か自分たちが活気よく生きていけないというふうに思いますので、何とかやっぱりそういう施

策を持って、新しい方がここへどんどん住み着いてくれるような魅力を、出していただきたいな

というふうに願っております。 

質問を変えます。それこそ時間がありませんが、今の観光に関してですけれども、２月でした

か、町長も行っておられましたけれども、５人ほどで椿サミットに行かせていただきました。そ

の中で、伊豆大島を見せていただきますと、島全体がツバキに覆われておりまして、さすがサミ

ットでもできる町だなというふうに思いましたけれども、そこにはやはり相乗効果といいますか、

多くの日本各国から人が集まってきまして、いっときですけれども、にぎわいを見せております。 

やはりこの奥滝に非常に千年つばきといった有数なものがあるんですけれども、全国的なサミ

ットをするには、もう少しスケールが小さいかなというふうに思います。 

そんな中で、やはり５人で車の中で帰りがけに話しとったんですが、４年ぐらい後にやはりサ

ミットをせないかんなあと、加悦谷にサミットを持ってこないかんなという思いを話しておりま

して、そのことにもっていくには、やはり単年度でできるわけではありませんので、やはりその

目標を持って、今からその準備が必要ではないかなというふうに思います。 

それと課長から、それぞれの課長と連携をしながら、新しい構想を考えていき、打ち出してい

かなければいけないという思いを聞かせいただきました。そこを総合しまして町長に、課長のそ

の思いがありますので、その辺を総合的に椿サミットもあわせて、町長のお考えがお聞かせ願え

たらありがたいなというふうに思います。 
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議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 旧町の加悦町のときに町の花であったツバキが、今回の新町での町の木になった

わけでございますけれども、まず、ツバキで町の中がいっぱいになるような、そういう取り組み

といいますか、誘致をするとかしないとかという以前に、やはり町の木としてみんなに、町民の

方から愛される。また、町の木として、与謝野町の町にそういう花があふれるような、そういう

取り組み。これは心の問題だと思いますけれども、そういう郷土を愛する気持ちが、ツバキを育

てるという気持ちにつながっていくんだというふうに思いますし、そうしたところからやはり取

り組む必要があるかなというふうに思います。その結果、椿サミットや、そうしたものを取り込

んでいく、またそれで１つの切り口として村おこしをしていくということが、大事ではないかな

というふうに考えております。 

確かに伊豆大島だけではなく、そのツバキに思い入れを入れておられる町や市が、本当にたく

さんあって驚いたわけですけれども、やはりそうした取り組み方がサミット等の誘致につながっ

ていくんでしょうし、それらが複合的にいろんな産業とのリンクをしていくような、そういう仕

掛けができればありがたいなと思います。ただ、元はやはり町民の人の気持ちだというふうに思

いますので、今後、それらをＰＲしていくことも努めてまいりたいと思います。 

１ ２ 番（多田正成） ありがとうございました。 

議  長（糸井満雄） ここで休憩をとりたいと思います。今３５分でございますので、５０分まで休憩

します。 

（休憩 午前１０時３６分） 

（再開 午前１０時５０分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは平成１９年度の予算について、何点か質問させていただきます。 

まず最初に、私、１回目の質問でございますのでマクロ的な観点からと、この予算作成に当た

って町長ご自身の予算をお決めになった政治手法と申しますか、プロセスと申しますか、その点

についてお聞きしたいというぐあいに思っております。 

まず１点目は、今回の予算は太田町政になり本格的な予算組みであると、このように思います

が、新聞等々では、町長は地方交付税改革などで財政が逼迫する中、限られた財源を有効に使う

ため事業を精査したとし、新規事業を抑えた緊縮予算となったと、このように新聞で報じられて

おります。 

またもう一方の新聞では、大型事業はなく、福祉、教育面などに重点を置いた。歳出は、社会

資本や教育施設の整備、少子・高齢化などの福祉対策、防災などに効率よく配分したと、このよ

うに新聞で報じられております。 

さて、そこで町長ご自身は、この予算に当たってどのような魂を込められてこの予算を組まれ

たのか、まずその点についてお伺いしたいというぐあいに思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先般も申し上げましたけれども、この１９年度の予算といいますのは、与謝野町

になって２年目ですけれども、実質、私が町長をやらせていただいての初めての予算でございま



－357－ 

す。それぞれの旧町からの引き継ぎ事項等々を進めていくということが、まず１年目は、そうし

た形での予算組みではなかったかなと思いますけれども、１年たちまして、やはりそれぞれの旧

町の思い、あるいは考え方に、やはり大きく開きのあるようなこともございました。 

しかし、この与謝野町としての予算という場合、やはりそれらのそれぞれの思いは大事にしな

がら、やはり一体感、あるいはお互いに譲り合ったり、あるいは理解し合ったりという、そうい

う中での予算組みというのが、まず１つ基本にあろうかというふうに思いますし、３町がそれぞ

れに抱えてる共通した問題、課題、それをまず掲げていくということが１つございました。 

大変厳しい財政の中ですけれども、緊急にしなければならないこと、あるいは継続を進めてい

る早く仕上げていかなければならないこと、それらを重点的に置いた中で、できるだけ町民の皆

さんの負担が非常に大きくなったというふうなことのないような、サービスを低下させることな

く、そうした形で進めていきたいという思いもございましたので、そうした中での予算組みとい

うことで非常に頭を悩ます、あるいは心を悩ます、痛める、そうした予算になったというふうに

思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 確かに大変厳しい中での予算組みで、さぞかし苦労も多かったんではないかなと

いうぐあいに私自身も感じてますけども、今のお話を伺いますと一体感の醸成に非常に配慮した

とか、３町の共通した課題ですね、こういうものを取り上げた。また、緊急性や必要性、それを

かんがみて１９年度の予算を考えたと、こういうぐあいにご答弁をいただきましたけども。 

そこで具体的に１つお伺いしたいのは、住民の皆さんに直接影響のあるといいますか、肌で感

じて１９年度はこんなことが変わるんだなと、こういう象徴的なものがあれば、ぜひ町長の口か

らお聞かせをいただきたいなというぐあいに思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 非常に今回、どちらかと言いますとハード部分については教育施設の耐震だとか、

あるいは細かいですけれども、やはり安心・安全のためのそういう消防の施設の機器の整備だと

か、そういうことがありますけれども、やはり基本は安心・安全な、そういう持続可能な町をつ

くっていきたいというのが基本でございますので。そうした中で、とりわけ少子・高齢化が進む

中で、やはり身近なところで身近なサービスが受けられる、ひとつ福祉空間の安心・安全どこで

もプランというようなものを打ち出して、その中で密着した福祉施策を進めていきたいという、

そういうプランを打ち出せたということが１つですし、それについての予算づけを、工夫しなが

らつけていったということが、今回の新規に取り組もうとしている大きなものであるというふう

に考えております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 今ご答弁をいただきましたけども、細かい施策については、また２回目の質問で

随時ご質問をさせていただくということにしていきたいというぐあいに思っております。 

次に、先ほどちょっと冒頭にも申しましたように、１９年度の予算編成に当たって、最初の段

階からこの予算を組むまで、いろんな過程があったんではないかなと、このように思っておりま

して、この予算組みに当たっての町長の手法と申しますか、プロセスと申しますか、どうしてこ

の予算組みができ上がったのか、その点についてお伺いしたいというぐあいに思っております。 
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議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 就任しましてからすぐ各地域、２４区すべて町政懇談会を持たせていただき、そ

れぞれの住民の方たちの思いというのを聞かせていただきました。そうした中で、いろいろと課

題がありましたし、それらをできるだけ早く取り組まなければならないような問題もございまし

た。それらをもとに、自分のつくりましたマニフェスト、それから今後、それらをどういうふう

な形で進めていくかということをまちづくり本部会の中で、それぞれ各課がそれを遂行していく

のに年度を分けて、あるいはどういう手法でというふうなことをまとめたものを練り上げました。 

それと、ちょうど集中改革プランの取り組みもございましたし、行革の問題もございましたし、

それらを含めた中で１９年度の予算編成については、各課からそれぞれの思いを予算化したもの

を出してもらいました。そうした中で、非常にそれぞれの思いを集約しますと、もう当初は５億

円からお金の足らないような、そういう状況でございましたので、新たにその中で各課の知恵を

絞った中で１０％ほど落としていくような、そうしたことを再度返しまして、そしてくみ上げた

のが今回の予算でございます。一定のそうした各課とのやりとりの中で、この予算を組み立てて

まいりました。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 先ほどお伺いしたら、いろいろ各課とのせめぎ合いと言いますか、予算要求に当

たってはいろんなことがあったんだろうというぐあいに思いますけど、その点でお伺いしますと、

それを取り上げるかどうかとか、何％削減しろとか、その辺のいろんな判断基準があったんでは

ないかなというように思うんですけど、それは個別事情でいろいろ異なるとは思うんですけど、

町長がそのときの判断基準というものを一体どこの視点で置いておられるのか、その点について

雑駁なちょっと、ケース・バイ・ケースで違うんだろうとは思うんですけど、大体その辺の町長

の判断基準の視点を、ちょっとお伺いしたいなというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 非常に難しいところでございますけれども、先ほど申し上げましたように、やは

り緊急に取り組まなければならない、あるいは今しておくことによって、将来の財政的な負担が

どうなるのかというふうなことも絡めた中で、計画的にやらなければならないもの等々の判断の

中で、削るものがあったり、残すものがあったりというふうな形で、１つずつ作業を進めてまい

りました。 

こうというのは、なかなか難しいところでございますけれども、やはり自分としては施策とし

て進めていきたいという思いのものと、それでも１００％それをやるということは、やはり財政

的な面では難しいわけですから一定のやはり計画を立てて、計画の中で、ことしはこれをやって

いこうというふうな、そういう形での進め方をしてまいりました。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） その点につきましては、またケース・バイ・ケースでいろんな事例が出てくると

思いますので、予算審議の中身についてのときに、また質問をさせていただきたいなというぐあ

いに思っております。 

次に、ちょっと予算の中身について大きなところから、ちょっと質問を１つさせていただきま

す。 
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議案説明資料の１７ページの性質別内訳の歳出の人件費の問題であります。１７ページだった

と思うんですけれども、性質別内訳の歳出が出てるところがあると思うんですけども、この中の

人件費であります。平成１９年度は２２億１，７００万円で、対前年度比、１８年度でマイナス

の３．８％の８，７００万円の減であります。土曜日の新聞で、与謝野町の人事異動と退職者の

方が載っておりました。今年、退職の方が新聞によりますと１３名であったように思っておりま

すが、この８，７００万円の減というのは、この退職上の方の１３名分が、そのままマイナス

８，７００万円という予算計上になっておるのかどうか、その点についてお伺いしたいというよ

うに思っております。 

議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） 人件費の８，７０７万８，０００円の減でございますけども、廣野議員さんのご

質問にもお答えをいたしましたけれども、予算書の３２１ページに給与費明細書というのがござ

いまして、それの上側が特別職でございます。そこのずっと右に行っていただきまして合計の一

番下、前年度対比の計が△の１，０００万２，０００円、それと下の一般職員の総括の合計の前

年度との比較、△の７，１６３万９，０００円、これらが減の主な理由でございまして、特別職

の方には、前年度、収入役の予算も計上しておりましたので、その分が主に減となっております

し、それから一般職の方は、一般会計の職員はここにありますように△１５名ということでござ

いますけれども、まだ特別会計の方の職員もおりますので、実際の人数とは。退職者と、それか

ら新規採用者の差し引きの人数とは違います。これは一般会計の予算ベースでございます。今、

△１５名と申し上げましたのは、一般職の総括の左から２行目に職員数というのがございまして、

その四角のところが△１５と、左から２行目でございます、３２１ページの。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） はい、わかりました。町長は前から言っておられますように、マニフェストの中

で任期４年間の間で、５０名の削減計画を掲げられております。行政改革推進委員会では、

１０年間に８０名だとかいうような数字も出てるようなんですけども、一応本年度、新聞により

ますと退職者の方が１３名あったということであります。そこで総務課長にお伺いしたいんです

けれども、今後の年度にわたっての退職者、定年退職ですね、これが４年間でどの程度を見込め

るのかどうか。実数で５０名削減となりますと、この定年退職の方を待っておって済む状況なの

かどうか、その点についてお伺いをしたいと。 

それとまた、今後の新規採用の問題もあるとは思うんですけども、実質で５０名の削減という

ことでございますので、その辺の今後の４年間の定年退職も含めた数がわかれば、ちょっとお伺

いをしたいなというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） 最初に１８年度の退職者と、それから１９年度の当初の新規採用者の人数を正確

に申し上げます。１８年度中に退職される方、まだ若干日にちは３月末でありますけれども、現

在までの予定者で１９名でございます。それで１９年度の４月１日の新規採用者は５名でござい

ます。それで差し引き１４名の減員ということでございます。 

それで今後の退職者の見込みということでございますけれども、今、管理職員は５８歳で勧奨

退職、それから普通の方、それ以外の方は６０歳、それから作業員の方は６３歳ということにな
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ってございます。それで１８年度にその年齢よりも早く退職される方がございまして、それで

１９年度でございますが、今の状態で６名でございます。それから２０年度には１名、それから

２１年度には４名ということでございます。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 今お聞きしますと、ことしの退職者も含めて２１年度まで、２１年度ですね、こ

こまではちょっと読めないところもありますけれども、今お聞きしますと定年退職される方が、

１８年度は１９名で、１９年度は６名、２０年度は１名で、２１年度が４名ということですので、

全部足しますと３０名ということになりますよね。 

だから何が言いたいかと言いますと、自然退職を持つと３０名の減しかいかないと、こういう

ことになると思うんですね。町長は４年間で、５０名の削減をうたっておられると。２０名が数

字的には合わないと、こういうことになってくると思うんですけど。この場合、普通の会社であ

れば、よく退職金の積み増しとか、いろんなことをして退職を促すという制度もあるんですけど

も、今後、この公約に向けて町長が考えておられる５０名の削減、この公約について実現の方向

に向けて、どのような努力をしておられるのか、その点についてちょっとお伺いをしたいなとい

うように思っております。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） マニフェストそのものは、公約というとらえ方もありますけれども到達目標とい

う、５０名というのは、やはりそれぐらいの人数を減らしていきたいということですけど、これ

らは当然いろんな施策との絡みもございます。しかしそういう状況の中でも、何とかそういうふ

うにしたいという思いの目標数値を掲げているわけでございますけれども、おっしゃるように自

然減を待っていたんでは、なかなかそういう数に到達しない。 

じゃあどうするのかというところで、やはり正職員でなくてもできる仕事、それらについては、

やはり今後については臨時なり、アルバイトなり、嘱託なりという形で進めていきたいというふ

うに思いますし、何かの業務をズバッと削らない限りは、なかなかそういう人数というのは出て

こないというふうに考えます。 

できるだけ住民のサービスを低下させることなく、じゃあどういう事務事業を見直していけば

いいのかということについては、今のところこれといったそういうものはございませんけれども、

しかしいろんな事務を進めていく中でも、民間に委託すればできるようなことも今後考えていか

なければ、こういう数値達成というのは非常に難しいだろうというふうには考えております。 

そういう意味で、何を残し、何を見直すかということについては、いろんなこの議会の論議の

中でも必要になってこようかと思いますし、ただ単に数だけではなしに質ということも、恐らく

求められるというふうに思いますので、それらも含めたトータル的な見直しといいますか、そう

したことをやってまいりたいと思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） １つ総務課長にお伺いしたいんですけど、退職金というのは退職金組合の方から

支給をされるかと思うんですけども、例えば先ほど言いましたように早期退職を促す意味で、い

ろんな施策ということですかね、積み増しであるとか、そういう関係をもしということになれば、

これは一般会計の方から出さざるを得ないと、こういうことになるんでしょうか。 
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議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） 退職手当組合の方で決められております勧奨の退職の率以外の率を支給して、早

期退職を促すということになりますと、おっしゃいますように、それは町単費て支出すべきとい

うか、しなければならないというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） わかりました。今後どうなるかわかりませんけれども、ちょっとその辺の推移を、

慎重に私も見守っていきたいなというぐあいに思っております。 

それともう１つは、人件費の削減につきましては、職員数は減らすということは非常に大もと

ではありますけども、もう少し細かい視点も大事ではないかなというぐあいに思っております。

以前もちょっと質問をしましたけども、手当等であります。時間外手当が大もとにあるんですけ

ども、一般会計でも約４，０００万円の計上がされております。 

それで総務課長にお伺いしますけども、時間外勤務手当の対象となる職員数、管理職はないと

思うんですけれども、職員数は大体何人ぐらいになるのか。それと今までの実績をかんがみて、

一番多い課はどこの課であるか。それと上司の許可が必要と思いますが、そのときの理由で一番

多い理由は何であるか、その点についてお伺いしたいというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） 管理職員以外の職員数、正確にはちょっとわからんのですけども、一般会計でい

きますと本年度は予算に２８３名の職員数を計上いたしております。それで主幹、それから課長、

それから保育所の所長、それから給食センターの所長といいますか、そういうものも管理職でご

ざいますので、大体５０名程度いるというふうに思っておりまして、差し引き２３０名ほどが時

間外勤務手当の支給対象者ということでございます。 

それから時間外勤務の一番多い課は、私が思っているのは、福祉課が多いというふうに考えて

おります。 

１ ５ 番（谷口忠弘） そのときの理由ですね、理由をつけて出すと思うんですけど、申請を。 

総務課長（大下 修） その中身につきましては、各課の課長決裁でございますので、私がすべて承知し

ておるというわけではございません。ですけども、恒常的な時間外が多いんでないかというふう

に思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 勤務時間というのは決められている時間でありますし、その時間内で、できるだ

け処理するということは大事なことではあると思うんですけど、しかしながらいろんな方が出入

りされるんで、なかなかそういうぐあいにいかないという部分も確かにあると思うんですけど。 

そこで私、この間、新聞で見ましたら、宮津市さんのことなんですけども、財政が非常に危機

的な状況である宮津市は、４月１日から業務の都合に応じて、職員の出勤時間を自由に決められ

る時間勤務制度を導入すると、こういうぐあいに新聞が載っておりまして、時間勤務制を導入す

ると、これは府では初めてだと、こういうぐあいに記事が載っておりました。これは夜間に開か

れる会議などで生じる時間外勤務手当の削減を図るのがねらいであると、こういうぐあいになっ

ておりまして、同紙によると時差勤務の対象となるのは、市民窓口業務の延長や税金などの夜間

徴収、各種団体との会議、公共事業についての説明会など、相手側の都合で通常の勤務時間、午
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前８時半から午後５時１５分外に行う業務に限るとしていると。これで新たに１，９８０万円の

時間外勤務手当の削減を目指していると、こういう記事が載っておりまして、本当にお金がない

と知恵が出るんだなと、私はつくづくそう思いました。 

こういう細かい視点も非常に人件費の削減では、大事なことではないかなというぐあいに思っ

ておりまして、町長はこういうことに関してどのようにお感じになっているのか、その点につい

てお願いしたいというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） その新聞で府内初というふうな書き方がしてありまして、私はその辺はどういう

真意なのか、ちょっと確認はできておりませんけれども、当与謝野町におきましては、既にそれ

は実施をしておりまして、例えば保育所の早出、遅出、それから各庁内の延長窓口等についても、

これはフレックスで早く出てきた者は早く帰る、それから遅く出てきた者は遅く帰るというふう

なことで、既に実施をしております。 

それで中に書いてました会議というのがございました。そこのところは、私どもは採用してお

りませんけれども、夜に会議がある場合は遅くてもいいと、その辺はちょっともひとつ、私ども

も首を傾げるところがあるんですけれども、私から言わせますと、取り組みは遅いというふうに

思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） そうであるならば、この効果がどこに出たのか、その点について、数字について

きちっと説明いただけますか。例えばそういうことをやられた結果、こういう効果があったんだ

と、こういう経費削減があったんだという実数がちゃんと出てるのかどうか、その点についてお

伺いしたい。 

議  長（糸井満雄） 大下総務課長。 

総務課長（大下 修） この件については、旧３町ではどうかわかりませんけれども、旧岩滝町でもして

おりましたし、その早出、遅出の関係は、多分ほかの２町でもされておったんではないかと思い

ます。与謝野町になってから、新たにそういう取り組みをしたんではございませんので、そこの

分の効果というものは計算上算定して、今は資料にございません。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） ほならこう受けとめていいんですかね、ほなら今現在計上されている

４，０００万円強の時間外勤務手当は絞るに絞っててここまでしたんだと、こういう解釈でよろ

しいんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 各課からの要求額につきましては、もっと多くの額でございました。財政が

非常に厳しい折でございますので、絞りに絞らせていただいたというふうに、ご解釈をいただき

たいというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは、そこのとこの数字は、また類似の団体等の比較等を私なりにさせても

らって、また次の機会に質問したいなというように思っております。 

第１回の質問としましては、これで終わらせていただきます。 
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議  長（糸井満雄） ほかに。 

上山議員。 

３  番（上山光正） 私は４回の発言機会をいただいておりますので、まず１回目はさわりの部分だけ

お尋ねしたいと思います。 

まず１点目ですが、７ページと３２５ページ、この第２表の債務負担行為についてお尋ねをし

ておきたいというふうに思います。 

この水洗便所改造等資金融資損失補償ですね、これにつきまして金融機関との契約した融資期

限を越えて、そして元金、利子、延滞損害金の一部でも回収されなかった場合における当該金額

に相当する額について、債務負担行為ができるというふうになっとるわけですが、まず、この過

年度分ですね、これは旧町になろうかと思いますが、わかっておりましたら、この債務負担行為

が行われたかどうか。また、新町になってから行われるであろうというようなことがあれば、お

尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 小西下水道課長。 

下水道課長（小西忠一） ただいまのご質問でございますが、旧町のときに、加悦町で１件あったように

お聞きをいたしております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） それでは、この与謝野町１９年度予算におきましては、水洗便所改造資金融資利

子補給金ですね、２万６，０００円が予算計上がされております。しかも融資金額が低いために、

補給額も当然低いわけですけれども、一向にこの河川も、それから海岸沿いも、昔の水辺に向か

う浄化作用が微妙な速度でしか反応をしてないというような状況なんですけれども、水洗化の進

捗状況に対しまして必ずしも正比例しない理由は、生活の雑排水に加えて農業用の雑排水にも問

題点が、いささか潜んでいるんではないだろうかなというふうに思うわけですけれども、河川も、

それから海岸沿いの水辺も含めたところの浄化ビジョン、こういったものをお持ちであれば、お

尋ねしておきたいと思います。なかったら結構です。 

質問を変えます。３２５ページの就農研修資金償還助成事業、その１の方ですが、平成８年度、

また１８年度までの事業計画ですが、その事業成果をまず伺いたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 答弁を求めます。 

３  番（上山光正） 難しかったら次へ移ります。 

議  長（糸井満雄） 今の上山議員の質問、答弁は後ですか、どうですか。３２５ページの債務負担行

為の関係ですが。 

吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） ３２５ページの債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての云々と

いうことでございます。その中で就農研修資金償還金の助成事業で、限度額が３，０６０万円と

いうことで上げられております。そしてこれの支出見込額ということで、平成８年度から１８年

度ということでございまして、支出見込額で１，１１６万円が計上されておりますので、平成

８年度から１８年度までの間に１，１１６万円の、いわゆるこの償還金の執行があっておるとい

うことでございます。 

議  長（糸井満雄） 小西下水道課長。 
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下水道課長（小西忠一） ただいまの上山議員のご質問の水洗便所の利子補給２万６，０００円というご

質問がございましたが、これは１４６ページの浄化槽設置整備事業の中の利子補給金２万

６，０００円でございまして、ここでは一般会計で、浄化槽の部分につきまして予算計上させて

いただいておりまして、ここでは一応補助金が、その上に４６５万６，０００円ございますが、

計画では６基の設置の予定でございます。その中で利子補給金につきましては、１件程度の２万

６００円で計上させていただいております。 

それで、これ以外に下水道とか農業集落排水事業で多くの数字を上げておりますので、これだ

けでは少ない数字でございますが、全体ではもっと大きい金額となっております。 

以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） それでは同じく３２５ページの就農研修資金償還補助事業のその１、これを伺っ

たわけですが、その２の方ですね。これは平成１９年度から２９年度の計画案になっておるわけ

ですが、４０歳未満の認定就農者のうち、中山間の地域等の条件不利な地域に就農する生産基盤

が不十分なもの、また、市町村等の事業協力を得られるもの、これらの先進地農家で研修者を貸

与して、貸付対象とした就農研修資金の償還金に対する助成ということでされておるわけですが、

新規就農希望者が技術習得から就農まで、地域に設置した担い手実践農場で最大２年間の研修を

行い、将来の地域農業の中核の担い手として育成するための一貫した事業として支援をされてお

るわけですが、その中間地域等の条件不利な地域ですね、それからまた生産基盤が不十分なもの、

これらの基準がわからないわけですけれども、現在、与謝野町で何人の就農者がいらっしゃるの

か、お尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 山﨑農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 現在、きょうまでに償還金助成事業に乗った方についてですが、現在研修中の方

も含めて１１名あります。町内でそのうち農業を引き続きされている方が９名就農されてます、

２名は現在研修中ということです。それで１９年度につきましては、６名の方の償還助成をやっ

ておるいうことで、９名のうち町外から町内に入ってこられた方は４人です。 

それから現在把握している部分より、これは平成１４年度からの集計になっておりますので、

それ以前の方も町内で就農されておる方が２、３人あります。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 次をお伺いしたいんですが、とりあえず時間の関係で先へいって、後にいたしま

す。 

それから２ページの第１表、歳入、これの地方特例交付金、地方交付税、これちょっとわかり

にくくて、私は理解できませんので、教えていただきたいというふうに思います。 

国の減税補てん特別交付金の皆減によりまして地方交付税交付金、一般には一般会計ベースと

いうことになっておるわけですが、６．４％増になっております。地方特例交付金は特例交付金、

児童手当分と思うんですが、これが新設されております。平成１８年度は児童手当特例交付金の

項目であったわけですが、特別交付金減税補てん分も、これもまた新設をされております。差引

勘定で２．６％増と、このように言われているわけですが、地方税は２．５兆円の増を踏まえて、

地方の一般財源の総額を確保しながら、実際には地方団体に配分される地方交付税は、前年対比
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０．７兆円の減額と、このようになっておるわけですが、地方税は１８年度から見ますと、

１９年度は２．５兆円の増。総務省の整理によりますと、いわゆる地方一般財源の総額は、

１９年度が０．５兆円の増額と言われております。 

地方財政の健全化ということで、交付税特会新規借入金の廃止、それから折半対象財源不足に

かかわりますところの臨時財政対策債の新規発行もゼロに抑えて、そして恒久的減税の財源補て

ん措置にかかわる減税補てん債の新規発行もゼロに抑えているわけですが、地方の基礎的な財源

収支の改善は、前年度対比で１兆円と言われています。しかし、この国、地方とも借入金の償還

を開始するとのことなんで、与謝野町の当初予算の現状では厳しいの一言ではありますが、この

点を勉強をさせていただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） どこまでお答えできるかわかりませんけれども、私が今聞かせていただいた

範囲、わかる範囲でご説明を申し上げたいというふうに思います。 

まず、地方特例交付金につきまして、ご質問がございました。今回の場合、児童手当特例交付

金ということで８４８万２，０００円、それから特別交付金、これは減収補てん分についてなく

なるんではないかという見込みでございましたが、復活をいたしまして約４００万円、それらで

合わせまして１，２４８万２，０００円を当初予算に計上させていただいたというところでござ

います。 

それから地方交付税につきましてもご質問がございました。地方交付税につきましてはご承知

のように、平成１９年度から一部新型交付税、いわゆる人口と面積を基準にした算定に置きかえ

られております。そういう中で試算をいたしますと、大体全国の町村規模でございますが、ふえ

るところで最高２，０００万円、減るところで最低２，０００万円と、こういうような試算結果

が出ておりまして、当町の場合は約２，０００万円程度、基準財政需要額がふえるんじゃないか

と、こういう試算でございます。それはあくまでも新型交付税に移行をし、今まで言うておりま

す経常的経費だとか、投資的経費だとか、そういったものと比較しての２，０００万円の需要額

の増ということでございます。 

借金返しという分がほかにございますので、公債費だとか、それから事業費補正で算入される

公債費、そういったものを計算してまいりますと、そんなに伸びるということではない。いわゆ

る事業費補正で算入をされておりました公債費、これが徐々に減ってきておるということでござ

います。現在返しております借金と申しますのは、そのほとんどが旧３町から引き継いだ借金を、

返しておるということでございます。 

その中で、特に交付税算入が多いかったというのが、地域総合整備事業債といいますか、まち

づくり事業債、そういったものが多いかったんじゃないかなというふうに思っております。それ

らがだんだんだんだん償還が終わってきておりますので、その分、交付税も減ってくるというわ

けでございます。したがいまして、トータルいたしますと、そんなにふえないということでござ

います。 

いろんな中で厳しい財政状況でございますが、税につきましては、先ほどご指摘にもございま

したけれども、三位一体の改革によります税源移譲、これが本格的に平成１９年度から始まりま

す。これも税がふえるということでございますが、反面、基準財政収入額には、この税源移譲に
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かかわります増収分につきましては、１００％算入されるということでございます。税源移譲に

伴わない分の税につきましては、基準財政収入額に７５％を算入して２５％は留保財源と、こう

いうことでございますが、税源移譲にかかわります分につきましては１００％、基準財政収入額

に算入するということでございます。したがいまして１００％、基準財政収入額がふえるわけで

すから、基準財政需要額との差し引きと、こういうことになりまして、交付税の増ということに

はならないということでございます。 

それともう１つは、今までは所得譲与税という格好で国から交付されてきておった、１００％

交付されてきておったものが、それが今度町税ということで、自治体みずからが徴収をしなけれ

ばならん。いわゆる徴収率の問題といったものも、大きな問題になってくるだろうというふうに

思っております。 

そういうふうな状況でございまして、大変厳しい財政状況には変わりはないということでござ

います。ただいま上山議員さんが国の地方財政計画ですとか地方財政対策、そういったものも含

めましてご質問があったわけでございますが、私の知識の中で答弁できる内容と言いますと、こ

の程度のものかなというふうに思いますので、ご理解がいただきたいというふうに思っておりま

す。 

以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） ありがとうございます。何だわかったようで、わからんわけですが、また後ほど

お尋ねしたいと思いますし、それでも財源確保に、ご尽力は賜りたいというふうに思います。 

質問を変えて１１ページの民生費なんですが、これ２５億円、入を図って出を制すという精神

から見ると、歳出の約２４．８％、これはすごい数字ではないかなというふうに思います。 

教育費は歳出の約１０．５％、土木費は１３．４％、衛生費は７．８％、公債費は１６．５％、

樹木の年輪に例えてみますと与謝野町の芯は民生費がどかっと座っておるわけですが、そこで土

木費、教育費、総務費、衛生費、商工費、消防費、農林水産費の順に、これ木を輪切りにします

と白太の方へ向かっているわけですが、議会費と労働費が樹皮で囲う形成になっております。 

そこで新町の１９年度予算編成に当たりまして、特に留意した事業を各課抽出していただきま

して、それで代表的なものをページと節でお答え願いたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

上山議員、ページは資料のページですか。 

３  番（上山光正） いや、予算書です。 

企画財政課長（吉田伸吾） 一括して答弁させていただきたいと思います。足らない分につきましては、

担当課長の方から後ほど説明を補足していただきたいというふうに思います。 

まず、款ごとでございますが、総務費につきましては継続ということで総合計画、それから町

勢要覧、男女共同参画計画を策定するための経費、これらを重点的に配分したということでござ

います。 

さらに住民自治活動支援事業ということで、自治振興補助金や宝くじ助成金を活用したコミュ

ニティ補助金を計上させていただいたと。それから合併特例債のうちの地域振興基金の積み立て、

それから人づくり国際交流事業、それから与謝野町としてのいわゆる地域情報化を検討すると。 
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それから岩滝地域での地域イントラネット、加悦地域での有線テレビ、これらの経費、地域情

報化事業につきまして計上しております。 

それから自治組織の支援事業ということで、各自治区運営のための自治振興委託料などの計上

をさせていただいたところが、主なところかなというふうに思います。 

民生費についてでございますけれども、障害者福祉施設の整備事業、これはハードで新規でご

ざいますが、障害者のグループホーム、障害者就労施設を整備するための工事費等を計上させて

いただいたと。 

それから障害者の参加事業、社会参加ということで、車いす駅伝ですとか、スポーツデーを開

催し健常者との交流促進を図ると、これは額的には３０万円でわずかなものでございますけれど

も、そういったものも重点的にさせていただいたということでございます。 

それから高齢者福祉施設の整備事業で、小規模多機能大型施設を整備するための委託料を行っ

ております。 

それから子育て支援事業ということで、児童生徒医療費の現物給付を継続する。それからブッ

クスタート、学童保育、一時保育事業等を引き続き展開するということでございます。 

それから保育所の整備事業ということでございますが、昭和５６年以前に建設をされました加

悦、岩滝、市場、山田の４つの保育所の耐震診断調査委託料を計上させていただいたということ

でございます。 

それから衛生費でございますが、妊婦健康診断の助成事業でございます。妊婦検診を２回まで

無料とすると、費用負担の軽減を図るということでございます。 

それから各種健康診断委託事業でございます。病気の早期発見、それを行うために各種健康診

断をすべて無料で行うと、これも継続していくということでございます。 

それから資源ごみのストックヤードの整備事業ということでございます。これは工事請負費で

計上をさせていただいておるということでございます。 

それから衛生プラントの施設整備事業、Ａ重油地下タンク等の更新事業費、これらの計上をさ

せていただいておるということでございます。 

農林水産業費でございますが、自然循環農業推進事業、ダイズ栽培の推進、おから肥料、京の

まめっ子を使用する農産物の生産支援。それから新規事業でございますが、農地・水・環境保全

向上対策事業、これを新規事業として計上させていただいております。 

それから経営構造対策事業ということで、これはダイズ、米乾燥調整施設の横に、米の低温貯

蔵庫を整備するという工事請負費を計上いたしております。 

それから農業用施設整備事業でございますが、日晩寺中農道の舗装、石田農道の舗装、三田川

の通し口転倒ゲート工事、上谷貯水池堤体整備、これらの工事請負費を計上させていただいてお

るというところでございます。 

それから林道等の整備事業でございますけれども、林道下谷線の舗装工事、それから丹後縦貫

林道リフレッシュ事業への負担金、これらの計上を行っております。 

それから災害に強い森づくり事業ということで、台風２３号により異常堆積した土砂の浚渫等、

これらの工事費用を計上をいたしております。 

商工費でございますが、商工業者金融支援事業ということで、新しい産業育成、新商品開発、
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販路開拓を促進させるための各種利子補給金や補助金など、これらの計上をさせていただいたと

いうことでございます。 

それから観光イベントの開催事業でございますが、ひまわり１５万本事業、滝の千年つばきま

つり、それから温泉まつりをリニューアルしたオータムフェスティバル、これらの引き続く実施

の開催経費や、「与謝野町自慢」と題し観光ＰＲとともに与謝野町優良産品の宣伝に努める経費、

これらを計上させていただいたということでございます。 

それから土木費でございますが、耐震診断の補助事業、公共施設のみならず民間施設や個人家

屋も含めた耐震化の促進を図るということで、耐震改修促進計画を策定し、安心・安全のまちづ

くりを目指す経費を計上させていただいております。 

それから街路灯、防犯灯の整備、管理事業でございます。町内すべての街路灯、防犯灯の維持

管理、並びに防犯灯の新設工事、これらの費用を計上させていただいたということでございます。 

道路新設改良では、引き続き明石香河線の道路改良工事、岩屋川線の道路改良工事、石川上山

田線等の町道整備、これらの経費を計上させていただいております。 

それから河川改修事業でございますが、三河内地域の奥山川の護岸改良工事、明石地域の寺田

水路の新設、石田地域の宝蔵寺川の側溝改良工事等の河川改修経費でございます。 

街路整備でございますが、阿蘇シーサイドパーク整備地の海側に、京都府が実施しております

岩滝海岸線街路事業への負担金、それから平和通りの用地買収費、これらを計上させていただい

たということでございます。 

都市公園の整備につきましては、阿蘇シーサイドパーク整備事業を引き続き実施しているとい

うことでございます。 

消防費では、防火水槽、消火栓の計画的な設置、それから消防団詰所の下水道接続工事等の環

境改善に努める経費を計上させていただいております。 

最後に教育費でございますが、外国青年招致事業、これを継続的に計上していきます。ＡＬＴ

による外国語教育の推進、ＣＩＲによる国際交流の展開、こういった経費でございます。 

小学校施設整備事業でございますが、耐震診断結果に基づいた各小学校校舎及び体育館等の耐

震化工事を実施していく計画でございます。それから各小学校の校舎、プール、遊具等の計画的

な改修、岩滝小学校の点字ブロックの設置等、これらの教育整備を行っていく経費を計上いたし

ております。 

中学校でございますが、加悦、江陽両中学校の耐震補強工事の実施設計業務を行うということ

でございます。また、江陽中学校の体育館屋根の一部張りかえ、これらも計画をいたしておりま

す。 

それから地区公民館の整備事業でございますが、加悦奥地区公民館下水道接続工事、並びに岩

屋公民館の便所改修工事、これらの修繕経費を計上させていただいております。地区公民館の活

動推進モデル事業でございますが、野田川地域で実施されている公民館活動事業を全町的に展開

することとし、昨年に引き続き地区公民館活動推進モデル事業を試験的に取り組んでいく経費も

計上いたしております。 

長くなりまして最後でございますが、伝統的建造物群の保存対策事業ということで、加悦地域

のちりめん街道でございますが、平成１７年度に国の重要伝統的建造物群保存地区の選定を受け
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ております。その保存のため建造物の修理に補助金を交付するなど、これらの経費を計上させて

いただいておるということでございます。 

以上が、平成１９年度一般会計当初予算に重点的に予算を計上したという内容でございますの

で、よろしくお願いをいたします。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 大分私が思っとったんよりもご丁寧に、たくさんたくさん言っていただきまして、

ちょっと時間が申しわけなかったと思うんですが、私が申し上げたかったのは、各課、中心的な

部分を１つぐらい上げてもらったらよかったんですが、ご丁寧にお答えいただいてありがとうご

ざいました。 

そこで町長に伺うわけですが、１９年度の与謝野町が、今課長がおっしゃったようにリアルに

描かれてきたわけですね。そこで住民が希望されているサービスが、この合併初年度の当初予算

計上に当たりまして、的確に打ち出されたかどうか。先ほど多田議員、谷口議員もお尋ねになっ

ておりますので、重複するかと思いますけれども、その中で特に一番ご苦労された各課の予算に

ついての部分を伺っておきまして、今後の質疑の資料に生かしたいと思います。よろしくお願い

します。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 非常にお答えすることが難しいんですけど、先ほど来、出てますように、限られ

た財源の中でどれをしていくかという、そうした形になります、どうしても。だけどその中でや

はり住民の人の希望、ただ、今までしてきたからこれはというものについても、一定の見直しを

かけてきたわけでございますけれども、先ほど申し上げましたような緊急的な、あるいは全体の

一体感が醸成できる、あるいはもう１つ突っ込んで言いますとやはり各地域が、コミュニティが

やっぱり元気を持ってもらうということが、まちづくりの基本でございますので、そうしたとこ

ろへの配分を特に考えたわけでございますし、安全・安心なということでは、やはり教育現場の

そうした耐震の設備を整えていくということを、まずさせていただきました。だから、これです

べてできたかと言うと、先ほど来、申し上げてますように、なかなかいっときにはできない。あ

る程度、計画的に少しずつでも前へ進めていくような、そうした計画とあわせて考えていきたい

というふうな形で、総合的にできるだけ目配せをしながら、大きな金額でなくても、そのことに

より今後の町政を推進していく上で、町民の方にとっては大事なことになることを、まず礎を築

くというような意味で取りかかっていくと。また、不必要なものについては切っていくという、

そういう形での予算編成をさせていただいたということでございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 終わります。 

議  長（糸井満雄） それでは、ちょうど１２時になりましたので、これで午前中の質疑は終わりまし

て、昼食休憩に入りたいと思います。再開は１時３０分から再開いたしますので、よろしくお願

いします。 

それでは昼食休憩に入ります。 

（休憩 午後０時００分） 

（再開 午後１時３０分） 
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議  長（糸井満雄） 午後、教育長がちょっと人事の関係で欠席しておりますので、その旨、お伝えを

しておたいと思います。 

それでは休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

質疑をお受けいたします。 

井田議員。 

９  番（井田義之） 質問に入りますまでに、まず、過日の補正予算の質疑の中で、地デジに対する質

問をした中で、不適当な表現があったということで指摘を受けております。議事録を見て修正さ

せていただきたいなというふうに思いますので、議長の方でよろしくお取り計らいお願いいたし

ます。 

議  長（糸井満雄） 今、井田議員の方から、さきの補正予算の審議の中で、不適切な表現があったと

いう申し出がありました。議事録を精査して、議長の方でその部分についての修正を、質問者と

協議して訂正させていただきたいと思いますが、異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） では、そういうことで取り計らいをさせていただきます。 

井田議員。 

９  番（井田義之） どうも皆さんありがとうございました。 

それでは質問に入らせていただきます。 

まず過日、参考資料としてお配りいただきました財政のシミュレーションについてお尋ねした

いというふうに思います。 

私は去年の６月の予算審議のときに、１０カ年計画が示せないのかなということをお願いをい

たしまして、やっと出していただいたという思いであります。これにつきましては、いろいろと

野村議員の方からも質問があったわけでございますけれども、これを見ておりますと平成１９年

度からずっと同じ数字、また、２０年度からずっと同じ数字という内容が多々ございます。これ

につきましては企画財政課長、大変ご苦労されて、このシミュレーションをつくっていただいた

なということを、つくづく感じるわけでありますが、この中で私はやはり法定協議会の財政シミ

ュレーションの中で、一応合併特例債を全額使うというようなシミュレーションが出されており

ました。これについては大いに疑問を持っておりましたし、本当にこんなことで、与謝野町の今

後の財政がやっていけるのかというような疑問も提言をしてまいりました。今こうしてシミュレ

ーションを見せていただきます中で、その部分についても半分か半分以下というような数字にな

っておりますので、これでやっと私も安心をしながら、このシミュレーションが見れるなという

ふうに思っておりますが、総務産業委員会の中では、このシミュレーションについてあらかたの

説明をされたというふうに聞いております。私は初めてでありますので財政課長から、この数字

の横並びというのは、大変我々には頭に入りにくい、数字を読むところまでいかなければならな

いんでしょうけども、まだ読むところまですっきりといってないということでありますので、補

足説明をよろしくお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 財政シミュレーションの補足説明と申しますか、前提条件につきまして、簡

単にご説明を申し上げたいというふうに思っております。 
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まず、歳入でございます。歳入で地方税でございます。これにつきましては、平成１９年度か

ら２０年度、若干の違いはありますけれども、大体横並びにさせていただいたということでござ

います。それは詳しく言えば人口の増減率だとか、高齢者の比率だとか、そういったものまで計

算して出していないと。一応、１９年度実績で推移するだろうということで、想定をさせていた

だいております。 

譲与税につきましても、横並びということで推定をしております。交付金につきましても、こ

れは横並びで推定をさせていただいたということでございます。 

地方交付税でございますけれども、この中の普通交付税でございます。普通交付税につきまし

ては、現状の経常的経費、これは１９年度から２１年度までは、毎年１％の減を見込んだと。投

資的経費につきましては、１９年度から２１年度まで、毎年６．７％の減を見込んだと。その後

は横並びという数値でございます。 

三位一体の改革以来、毎年、交付税というものに圧縮がかかっております。今までの減少率、

そういったものを見ながら、２年間は減少していくということで見させていただきました。その

後について、この数字で圧縮をかけられたのではどうしようもございませんので、横並びにさせ

ていただいたということでございます。 

それから、そのほかにもいろいろと交付税は変わっておりますけれども、これにつきましては

今後見込みます地方債、これの借り入れによって、元利償還金が交付税算入ということで増減を

いたしますので、それらを見込ましていただいて、こういった数字を計上させていただいたとい

うことでございます。 

一応、今後の借入見込額といたしましては、合併特例債が４億２，６６０万円、合併特例債の

基金分が１億６，７２０万円、臨時財政対策債が４億９９０万円、通常事業分が２億

３，４７０万円と、おおむね平成１９年度の予算で推移するものという見込みを立てさせていた

だいております。総額の借入額が１２３億８，０４０万円、いわゆる単年度の借入額ということ

でございます。それで推定をさせていただいたということでございます。 

合併特例債が交付税歳入率が７０％、臨時財政対策債は１００％、それから通常事業分につき

ましては、一応今までの実績から見込みまして事業費補正で４０％、公債費で約３０％、これら

の算入率を見込んで普通交付税の額を計上したということでございます。 

特別交付税につきましては、３年間で包括支援措置が切れますので、切れます２１年度以降は

３億５，０００万円程度をずっと横並びで見させていただいたと。その合計額が、この地方交付

税として上がっている数字だということでございます。 

それから分担金及び負担金につきましては、１９年度実績と。それから国・府支出金につきま

しても、１９年度実績と。 

繰入金につきましては、今年度分は入れておりますが、２０年度以降はゼロとしております。

これにつきましては、下から２つ目の表を見ていただくとわかりますように、△が出るところに

ついては基金からの繰り入れで相殺するということで、基金を食うという格好でやらせていただ

いておるということでございます。 

地方債につきましては先ほど申し上げましたように、交付税の算定で申し上げましたように、

先ほど１２０億円と申し上げましたが間違いました１２億３，８４０万円を毎年借り入れていく
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というような感じで、これを組み立てさせていただいておるということでございます。その他は

横並びということでございます。 

それから歳出でございますが、人件費でございます。これは一定、定員適正化計画により算出

をさせていただいております。一応、先ほど総務課長がご説明を申し上げましたとおり、何年か

かけて類似団体職員数へともっていくということでございまして、その定員適正化計画によりま

す退職者、それから採用者、それらの数を増減いたしまして、人件費を算定させていただいてお

るということでございます。 

それから物件費でございますが、毎年減少するように計上しております。これにつきましては

類似団体と比較いたしまして、与謝野町が物件費、それから補助費等、これらがかなり高いわけ

でございます。これを将来的に類似団体並みに抑えていくということでございまして、これを、

今から言いますと１４年かけて、類似団体並みにしていくという数字でございまして、その目標

額を計上させていただいておるということでございます。これも野村議員のご質問に対してお答

えをしたとおりでございまして、このように減らしていかなければならないわけでございますけ

れども、今後、何を減らしていくかということについては、まだこれから決めていかなければな

らない問題だということでございます。 

それから扶助費については、１９年度予算で推移すると。 

それから扶助費等につきましては、物件費でも申し上げましたが、類似団体並みに落としてい

くということで、これらの目標額を書いております。これも同様に、今後何を落としていくかと

いうことにつきましては、これからの課題ということでございます。 

それから公債費につきましては、先ほど申し上げましたように今までの借入額に対する返済金、

それから毎年１２億３，８４０万円を借り入れいたしますと、このような借金返しの額になると

いうことで、計上させていただいたということでございます。 

積立金は一応７，６００万円を計上いたしておりますが、これは合併特例債の基金分、それに

つきまして計上させていただいたということでございます。 

繰出金でございますが、一番多いものは特別会計への繰出金でございます。これにつきまして

も今後流動的でございますけれども、横並びということで計上をさせていただいておるというこ

とでございます。 

投資的経費、これを平成１９年度予算、１２億３，６００万円でございますが、これは予算と

合わないということがございまして、それは１８年度から１９年度へ繰越明許する分がございま

す。繰越明許分が１９年度の決算があらわれますので、それも見越して１９年度は計上しており

ますが、２０年度からは、１９年度の当初予算に計上いたしております約１２億３，３００万円

程度の事業を毎年行っていくと、そのような見込みで立てさせていただいたということでござい

ます。 

その他は横並びということで、計上させていただいたということでございます。 

一応その結果、２０年度、２１年度、２２年度、２３年度、これにつきましては歳入歳出で赤

字となる。その足らない分は、下に書いてございます基金から投入をしていくということでござ

います。２３年度が赤字の最後になっておりますけれども、このままいきますとこの時点で財政

調整基金、減債基金等はゼロになってくるということでございます。現在、まちづくり本部会、
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あるいは行政改革推進本部会で、この４年間の赤字をどのように埋めていくのか。これらについ

て協議を開始しているということで、統一をさせていただいておるということでございます。 

以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） ありがとうございました。現状を推移していくという仮定のもとにということで、

まだまだいろんな変動があるだろうというふうに私自身も感じてはおります。 

そんな中で、今説明していただいた中で、いわゆる地方交付税、今、合併により保障されてお

る部分があるわけですけれども、この分がいわゆるここには出てませんけれども、１６年目、い

わゆる１０年以降、段階的に減っていって、今ここでは一応２７年で４２億５，６００万円です

か、数字が一応出ておりますけれども、これがその後、今の現状からでもいいです、５年後には

幾ら減るのかということ。 

それからあとは人件費、いろいろと想定のもとにされたということなんですが、ここで２７年

には１７億７，６００万円、７，７００万円ですか、出ております。これはここでの職員数は、

大体何人というのが想定されておるのか、お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 合併しましてから１０年間、合併しなかった場合の交付税が保障されると。

それから、あと５年間で徐々に割り戻しがかかって、１６年目からはもう１本算定になるという

ことでございます。その額が大体５億円から６億円、交付税として減少するだろうという見込み

でございます。 

それから人員適正化計画で、類似団体並みに職員数を落としていくという計画でございますが、

その額が大体５億円から６億円ということでございまして、いわゆる人員を類似団体並みにして、

やっとプラスマイナスゼロのところ、スタート台に立つということでございます。１６年後、

１７年後に、このように交付税の額が推移しているかどうかということにつきましては、これは

だれもわからんことでございますが、今の現状で交付税がふえるという予想は立てにくい、さら

に減少しているという予想の方が、当たっているのかなというふうに思います。そうなりますと、

さらにむだな経費を省く。むだな経費を省くだけではなしに、我慢できる経費も省くと、こうい

ったような二重の努力が、必要になってくるんじゃないだろうかなというふうに思っております。 

職員数の問題でございますけれども、大体このシミュレーションでいきますと、１８年４月

１日現在でございますが、教育長を除きまして、いわゆるこれは一般行政職、一般会計職員とい

うふうに考えいただいたらいいんですが、２８７人ございます。そのほかに水道の職員だとか下

水道の職員がおりますので、３００何人という数字でございますが、２８７人でございます。こ

れを平成３２年には１９４人まで落としていくと、こういうような推定で財政シミュレーション

を立てさせているということでございます。 

９  番（井田義之） ２７年が何人というのはわからんわけですか。 

企画財政課長（吉田伸吾） ２７年につきましては、２２４人ということで財政シミュレーションをして

おります。 

ただ、先ほど大下課長が答えましたが、調整する時点がちょっと変わっておりますので、１名

程度これは誤差があると思います。いろんなことがございまして、おやめになる職員もございま
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したので、そういうとこで若干の誤差がありますけども、シミュレーション上はそうだというこ

とでございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 私、ちょっと聞き逃したというのか、１６年後には５億円か６億円減るという、

それの中は、いわゆる類似団体並みの人数を想定した交付金になるから、その部分を含めて減る

のか、それとも今の交付税からそのまま減る分が５億円から６億円ぐらいあって、なおかつ人件

費を含め、人間の減を入れると、またそれにプラスアルファ減るのかどうか、ちょっとそれを再

度お願いをいたします。 

それから同じく平成２７年ですけれども、２７年度末で、この数字で流れていったときに、毎

年の地方債はあるわけですけれども、この時点での地方債残高、当然、一般会計だけですけれど

も、大体幾らの想定になるのか、お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） １６年後に５億円から６億円交付税が減るといいますのは、今まではそれぞ

れの町が単独であるということで、３町分の交付税を計算したと。５億円から６億円が減るとい

うのは、もうそれがなくなって１本算定ということで、１つの町として計算するという減少額で

ございまして、それは職員数が何人だとかいうことではないということでございます。 

それから、申しわけございませんが、平成２７年度末の地方債残高が幾らになるかということ

につきましては、計算しておりません。いわゆる借り入れがあるんですけれども、その元利償還

金を出しまして、その元利償還金のみを計算させていただいたということでございます。 

ただ、元利償還金がずっと下がってまいりますので、地方債現在高は確実に減少するというシ

ミュレーションではあるということでございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 過日、野村議員の質問の中で公債比率の質問を野村議員がされて、１６から

１７％ぐらいで２３年ぐらいまで推移するというふうに答弁をされましたので、２７年度が大体

幾らぐらいになるかなというのが、できたら聞きたいなというふうに思ったわけです。 

それで２３年までは、そんなら公債比率について野村議員に答弁をされましたので、この辺の

ところまでは大体数字を想定されとると、計算をされとるという前提で、そしたら質問をさせて

いただきます。 

平成２３年のいわゆる私がいつも言っております経常収支比率は幾らになるのか。また、起債

制限比率は大体幾らになるのか。それで２７年を聞きたかったんですけども、２３年まではこの

間、言いましたように野村議員の質問に答えておられますので、その点もしわかれば、お願いい

たします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） まず、経常収支比率については、試算をいたしておりません。これにつきま

しては、決算を打ちましてから１つ１つ経常的経費、臨時的経費、そういったものを分析しなが

ら経常収支比率を算出していくということになってございますので、将来的な予測までは、今い

っていないということでございます。 

ただ、野村議員からのご指摘もございましたように、起債の額を減らせば、その分だけ元利償
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還金、返済そのものが減ってくるわけでして、経常的な支出が抑えられるという意味では、経常

収支比率を減少させるには、効果があるだろうというふうには思っております。ただ、そのほか

の経費もございますので、一概には言えんとこでございます。 

そこで平成２７年度の実質公債費比率でございますが、現在のところ１５．３％というような

見込みを出させていただいております。それから起債制限比率でございますが、平成２３年度で

ございますが、これは９．９というような見込みを立てておるということでございます。これは

シミュレーション上、この数字に責任が持てるのかどうかという話になってくるわけですけれど

も、１９年度予算で推移したと、交付税もそのとおりにいくと、それから地方債発行もこのとお

りにするということが、ずっとそれができるという話だということでございますので、何があっ

ても、こうなるんだということではないということでございます。 

それともう１つは、実質公債費比率ということで、今までは一般会計、いわゆる普通会計のみ

で公債費比率だとか、起債制限比率を算出しておりました。昨年から特別会計の事業も、これも

連結して実質公債費比率を出すようになっております。出し方といたしましては、いわゆる一般

会計から特別会計へ繰り出しを行います。その繰り出しを行ったうちに特別会計でのいわゆる元

利償還金、それに一般会計からの繰り入れたお金が何ぼ当たっておるかということが、その数字

にはね返ってくるということでございます。 

ですからこの対策としては、やはり特別会計の事業も考えていかざるを得ないということにも

なりますし、それからもう１つは、独立採算の原則といいます。いわゆるルール分というものが

ございますので、一般会計から全く特別会計へ繰り出しせんというわけにはいかんと思いますけ

れども、いわゆるきっちり水道料だとか、下水道だとか、そういった使用料だとか、そういった

ものを取っていただくという対策は必要になるだろうというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 私はある程度、おおよその数字で経常収支比率がどれぐらいの目標になっておる

のかなと、決算を見て数字を出すのが、それは当然なんですけれども、目標として。といいます

のは、町長が起債制限比率は１０％前後、経常収支比率は９５％ということを申しておられまし

た。その９５％というのが、よそ並みだというて答弁ありましたけれども地方自治体、個人で考

える場合には、かなり異常な数字だということで申し上げてきましたので、その辺のところが何

か改善されていく可能性があるのかなということも期待をしながら、質問をさせていただいたと

いうことですけれども、そういうことで大体わかりました。 

次に、今、総合計画が今審議をされております。１０カ年計画がことしと言うのか、１９年度

中には仕上がってくる。今ここの財政を見ておりますと、大変厳しい中でも何とかめり張りをつ

けながらというのが、行政の方向だろうと思うんですけれども、総合計画とこの財政計画の整合

性。総合計画は総合計画審議会でやられる、財政計画は財政でやるというようなことが、あって

はならないのと違うかないうふうに思うんですけれども、その辺の整合性について、どういうよ

うな方法で総合計画の中で検討をされるのか、その点について。これは町長でも、財政課長でも

結構です。お願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 総合計画につきましては、現在策定中でございます。今までの手法と少し変
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わったつくり方ということで、主幹級以下で職員でワーキンググループをつくっておりますが、

その中に総合計画審議会の委員さんも加わっていただきまして、官と民と一体となって計画をつ

くっていくということでございます。そこで総合計画と財政計画の整合性でございますが、やは

りこれは整合性が保たれていないとだめだろうというふうに思っております。 

私は旧町時代からいつも申し上げてるわけでございますが、基本構想は空想ではないと。いわ

ゆる構想に財政計画がついてきて、初めて構想があったり計画があったりすると。ですから、夢

のあるという計画ということはよくわかります。わかりますが、それが実現可能でなければ、私

は空想のままで終わってしまうだろうというふうに思っておりますので。それはそれでやっぱり

できる計画づくりということで、今、ワーキンググループもやっていただいておりますので、そ

れぞれの整合性をとりながら、できる計画で、なおかつ夢のある計画と、欲張った計画でござい

ますけれども、そういうふうにやっていくべきではないだろうかというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 私も今財政課長が言われましたように、各家庭でもいつも申し上げておりますよ

うに、財政があって初めていろいろな夢がかなうんだと。財政以上のことをすると、家庭といえ

ども破綻するんだというようなことで、大きな夢を持つのには大きな財政が要るということを前

提に、この１０カ年計画の中で、先ほどから何回も言いますように、いろんな事情で変動はして

くるでしょうけれども、そういう中で１０カ年計画、総合計画はつくり上げていただきたいなと

いうことを、財政課長と一緒の気持ちでお願いをしておきます。 

次に、町長にちょっとお尋ねいたします。 

いわゆる先ほど言いましたように、法定協議会のときの財政シミュレーションと、今こうして

示された財政シミュレーションと全然違います。町民の中からは、合併してどこがよくなったん

だ、なぜよくならないんだということがあるわけですけれども、今の財政事情を私はやっぱり町

民の方にも知っていただいて、例えば補助金にしても見直さなければならない分があるのではな

いかなと、応分の負担をしてもらわないといけない分があるんではないかなというようなことを

知ってもらうためには、財政をしっかりと町民に知らせる必要があらへんかなというふうに、私

自身は思うわけですけれども、その点について町長の考え方をお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） シミュレーション的なもの、大体の大まかなそうした筋道というのは、お示しす

る必要もあろうかと思いますけれども、はっきり申し上げて、やっぱり財政も生き物でございま

す。いろんな中で、同じ事業ができても、いろんなやり方によっては数値というのは変わってく

るわけでございますので、やはりそうしたものをきっちりとお示しさせていただくというのは、

やっぱり毎年ごとの予算の中身であったり、決算の中身であろうかというふうに思います。 

そうしたことも含めて、将来的なそうした財政シミュレーションというのは、これはとても数

字のとらえ方によって非常に変わってくるわけでございますので、全く隠すつもりもないですし

あれですけれども、本当に大まかな予想であってしかないんで、その辺のところは正確なもので

はないというような形での、公表にしかならないんではないかなというふうに思っております。

それより、むしろ毎年の予算、あるいは決算あたりで、皆さんに具体的にわかっていただくよう

な示し方が、必要ではないかなというふうに考えております。 



－377－ 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 私も町民の方々の夢をそぐようなことは、余りよろしくないというふうに思いま

す。ただ、今我々に来る要求というのは、補助金が減るだとか、もっとつけてほしいやとか、こ

ういうことに補助を出してほしいとかという、そういう要望が余りにも多いので、今の現状やっ

ぱりある程度、理解をしていただく中で応分の負担も求めていったり、また補助金の幾らかのカ

ットもやむを得ん場合もあるん違うかなと。その辺を住民の理解がなければ、財政の再建という

のもあり得ないん違うかなというふうに思いますので、その辺のところをちょっとお尋ねしたと

いうことで、よろしくお願いをいたします。 

そこで今度は本題の１９年度の予算に入らせていただきます。 

今年度の予算につきましては、先ほどから出ておりますように大変ご苦労なさって予算を組ま

れた。そういう中で、いわゆる５億円ほどが足らないというようなうわさも、我々も耳にいたし

ました。そこでそういう中で、先ほどからいろいろと質問も出ておりますけれども、何とかこう

して合わしたというのか、やりくりをされながら予算がここに計上されてきたと。その５億円の

不足の中に、私が今回お尋ねしたいのは、いわゆる去年に比べるとことしは繰入金が１億

５，３００万円ふえておるわけですけれども、５億円を数字合わせするために、繰入金がふえた

のではないかなというような懸念があるわけですけれども、その点について、企画財政課長、ど

うであったのかお願いをいたします。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） まず、平成１８年度に比べまして何が減るかと言いますと、特別交付税が

１億円以上減ってくるということでございます。これは包括支援措置の問題でございます。その

ほかにふえる要素がございませんので、それに合わせた格好で予算を組み立てるということにな

ってまいります。したがいまして、昨年の１８年度の当初予算では、繰入金が本当に少なかった

と。これは男山公民館建設に伴います施設整備基金ですか、そこからの繰り入れをしておっただ

けだったんじゃないかなというように思っておりますが、今年度はそういった不足する財源につ

きまして、財政調整基金、あるいは減債基金、そういったものから繰り入れをして、最終的につ

じつまを合わせたというところでございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） ということは、ことしが異常ではなしに、去年が異常だったというふうに今受け

とめたわけですけれども、それでもおととしも、１７年度もそんな大きな繰入金ではないわけで

すね。去年とおととしは、そんなに変わってないわけですわ、ことし、１９年度だけが繰入金が

かなりふえとるわけですね。だから私はその５億円の足らん財源の中に、繰入金という裏手形と

いうのか、懐をちょろっと出されたのかなというふうに思ったわけですけれども、それはないと

いうことのようですけれども、それもあわせて。 

そしたら具体的に、例えばここを減らした。先ほどから質問が出ておりますけれども、例えば

ここを減らしたというような、１つでも２つでも結構ですので、具体的にお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ちょっと私の言い方がまずかったんかわからないんですけれど、５億円というの

は一番初め、予算要求を各課から上げてきます中で、各課がそれぞれの思いで、これをというも
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のを上げてきたら５億円足らなかったということで、そこの中から先ほど申し上げましたように、

これはもう全くできないというようなものもありますし、それらを精査していって、それからも

う一度予算要求のし直しという中で、それぞれがこれをというのが、なかなか大きなところでは

なしに、各課、あるいは各事業を精査していった、ちりも積もればという形の中でのものが、ほ

とんどではなかったかなというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） わかりました。 

町長に答弁をいただきましたので、町長にちょっとお尋ねいたします。 

１９年度の予算編成について、町長から各課長らに出されておられました中で８ページに、指

定管理者制度等による民間活力の導入というのが、重点施策の中にあります。それから診療所を

中心とした地域医療の充実というのもあります。この２つについて、１９年度の予算の中で何か

頭出しと言うのか、こういう格好でこの重点目標を進めていくというものが出ておりましたら、

それの説明をお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 指定管理者の件につきましては、３本指定管理者にするというようなことをもう

しておりますので。それらも含めてこの予算編成方針を出しますのは、結構早い時期でございま

すので、動きながらしておりますので、そうしたところでのことでございますし、それから診療

所の方につきましては、診療所の医師の指導のもとで、理学療法士が与謝野町には職員としてお

りますので、その指示のもとに、理学療法士もそうしたリハビリ等の診療をするような、そうし

たことの計画でございまして、特に金額をどうこうというものではありませんけれども、今ある

人材や、そうした場所等を有効に使ってのサービスを向上させよう、充実させようという内容で

ございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 私は結局、いわゆる民間活力の導入、指定管理者制度の中で、まだ従来の委託と

全く変わってない、もう指定管理者制度ということでの民間活力の導入というのが、余りにもあ

らわれてないんと違うかなと。それがどういうような脱皮をされるということに期待があったと

いうのが、１つと、診療所についても、具体的にこういうようなことがということがあればと思

って、お聞かせを願いましたということです。 

時間がありませんので、最後に１つだけ、あしたは何回も出ております３月２７日であります。

宮津市とのごみの状況が、あしたで終わらないような方策が講じられたのかどうかを、お尋ねを

しておきます。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） やりとりがいろいろとございまして、きょう宮津市議会の方でも、そのことにつ

いての全員協議会での発表があってると思います。また、きょう全員協議会があるというふうに

お聞きをしておりましたので、全員協議会の当初に、そのことについてご報告をさせていただこ

うかというふうに思っておりましたが、その方が。 

９  番（井田義之） いえ、私が質問しておりますので、お願いいたします。 

町  長（太田貴美） それでしたら、助役の方から答えさせます。 
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議  長（糸井満雄） 堀口助役。 

助  役（堀口卓也） 今お尋ねの宮津市の清掃工場に関する協定の件ですが、先ほど町長が少し申し上

げましたように、あす３月２７日が、現在の平成１３年７月に締結をいたしました協定の設置期

限であります。この間、宮津市さんが地元波路の自治会と数回にわたって話し合いをもたれてお

りました。その結果、最終的にきょう２６日、きょうの日付をもって宮津市と波路の自治会と覚

書が締結されました。これは先ほど申し上げました、平成１３年の協定書の一部を変更すること

について、覚書を締結するということであります。 

具体的な内容は、平成１３年、以下、「現協定」というふうに申し上げさせていただきますが、

現協定の第４条第１項で、ちょっと読み上げますと、現協定では、乙は、波路自治会は、清掃工

場の設置に同意する設置期限については、現施設の建設に係る協定書に定める平成１９年３月

２７日までとする、というのが現協定なんですが、これが変更後の協定では、乙は、波路自治会

ですが、清掃工場の設置に同意する。設置期限については１年間延長し、平成２０年３月２７日

までとするという内容の覚書が、本日付で締結をされております。 

それから、この覚書の締結とあわせて確認書が取り交わされております。内容は４点ほどある

んですが、簡単に申し上げますと、１点目の確認内容は、宮津市は１年間の新たな清掃工場の整

備等に係る進捗状況について波路の自治会に報告をするということ。 

それから２点目は、宮津市は現協定、平成１３年の協定ですが、現況の内容を遵守するととも

に、同日付で締結した覚書、平成１３年の覚書ですが、この内容につきまして、一部まだ未解決

な事項がございますので、この実現に努めるということが２点目。 

３点目は、宮津市と波路自治会との間におきまして、設置期限の延長に伴う自治振興交付金に

ついて話し合いがなされておりますが、今回、２６日の時点では合意がなされずに、引き続き協

議するものとするということになっております。 

それから４点目は、この間、清掃工場の横にあります宮津市のリサイクルセンターについて、

協定書が締結をされておりませんでしたので、それを早急に締結をするという内容でございます。 

繰り返しになりますが、簡単に申し上げますと、あした期限が切れる協定につきましては、と

りあえず１年間は延長するという覚書が締結できたということ。 

それから宮津市と地元の自治会との間におきましては、１年間の延長の覚書なんですが、引き

続き再延長について協議をするということは、宮津市と自治会と双方で確認をされておりますし、

それからもう１点の内容といたしましては自治振興交付金、これにつきましてはこの間、町長が

申し上げてますように、最初は７年間の再延長を波路の自治会に申し入れをされておりまして、

結果、１年間の延長となったんですか、その７年間の延長申し入れに当たっては、１年間

２００万円ということで提案がなされておりますが、これが最終的に、本日までには決着をみな

かったということであります。 

本日午前中に、宮津市と自治会との間で締結をされまして、午前１０時から宮津市の全員協議

会で、その報告があったというふうに伺っております。 

以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） ありがとうございました。時間が来ましたので、終わります。 
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議  長（糸井満雄） ほかに質疑ありませんか。 

今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは１９年度一般会計予算につきまして、質問をさせていただきたいという

ふうに思っております。 

昨年３月１日に合併をいたしまして、早いもので１年が過ぎました。この間は１周年記念とい

うことでわーくぱるで盛大に開催をされまして、町の歌、与謝野町の歌が披露をされました。 

そして、それ以前には町の花でありますヒマワリ、そして町の木でありますツバキ、これも決

まっております。そして今回、町の歌が決まりまして徐々にではありますけれども、町の形と言

いますか、骨格ができてきつつあるんだろうというふうに思って、見させていただいております。 

そして町の歌につきましては、もちろん日本ですから日本語はもちろんですが、英語バージョ

ンまでできたということで、このことはだれが発想されたのかわかりませんけれども、ヒットの

発想だなというふうに私は思って見させていただいております。 

そして私たちも一緒に歌わしていただいたわけでございますけれども、太田町長も与謝野町の

歌の指揮者を務めていただきまして、私たちもそれに合わせて大きな声で歌わせていただいたん

でございますけれども、非常に歌いやすい、そしてなじみのあるメロディーであったんですが、

そのときはついて歌っておったんですが、明くる日、そのもらった歌詞を見てもう一遍自分で歌

おうと思って歌い出しますと、もひとつ記憶に残っておりませんで、申しわけないなというふう

に思ったんですが、早くこれも頭の中に入れて、私もいろんな歌わしていただく場面がありまし

たら、積極的に歌わしていただきたいなというふうに思っております。 

町長は予算編成に当たりまして、これからの与謝野町の町の礎を築くような予算をつくりたい

というふうなことも、よくおっしゃっております。そして与謝野町の２万５，０００人の身の丈

に合ったまちづくりをしていくんだということも、よくこの場でもお聞きをするわけでございま

すけれども、まさしく与謝野町の第一歩を踏み出す１９年度予算が、編成されたというふうに思

って見させていただいておりますけれども、町長はどのような思いでこの予算編成をされ、先ほ

どもほかの議員さんからの答弁に答えておられましたけれども、与謝野町の礎を築く第一歩であ

ると、そういう思いで編成をされたというふうに思っておるんですが、認識をどのようにお持ち

でしょうか、お伺いいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そのとおりでございます。やはりこの新しい町のいろんな、先ほどおっしゃいま

したような形なりができてきております。意識の醸成という意味でも、日に日にやはりそういう

ひとつの町になってきたんだというような思いが、それぞれの方にも出てきたんではないかなと

思いますけれども、１９年度は上げておりますように、やはり総合計画なり、あらゆる幹になり

ます総合計画、それに合わせて枝葉になってきます男女共同参画だとか、行政改革大綱だとか、

それからいろんなあらゆる分野での組織づくりを兼ねた、基本的な考え方をまとめた計画を、や

はりつくっていくことに、みんなの力を結集していきたいなというふうな思いで、そういう思い

で、やはりこの１９年度は、新しいまちづくりの礎を築く年だというふうな思いで位置づけをし

て、一日でも早く形なりのものが見えてくるような、そうした計画づくりを、この１９年度は真

剣に皆さんとともに考えてやっていこうという、そういう思いでございます。 
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それの計画に基づいて、今後は先ほど来、出ておりますように厳しい財政の中ですけれども、

やはりある程度、その総合計画の中にはこの１０年間で実現可能な、本当に身の丈に合った形の

計画づくりを１つずつ具現化していくという方向性で、この町の発展と言いますか、活性化を図

ってまいりたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 確かに町長のおっしゃったとおりであろうというふうに思っております。 

先ほども井田議員からもご質問が出ておりましたように、やっぱり基軸になるのは財政だとい

うふうに思っておりまして、財政運営をしっかりやっていただく。このことが結局は町の礎を築

く、基礎を築くということに、私はなるんだろうというふうに思っております。 

そこで町長の発言にもありましたように、めり張りをつけた予算編成と、こういうことも十分

考えながらやっていきたい、あるいは予算編成に臨んだという言葉も聞いておるわけですけれど

も、今回の１９年度予算におきまして、めりと張りですね、切るもんは切ると、進めるもんは進

めると、予算を膨らますもんは膨らますんだと、これがめりと張りだと思うんですが、この

１９年度の一般会計の予算の中で、めりと張りはどこにおつけになったんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） なかなか枠を広げてめり張りの「張り」になりますか、つけていくということは

非常に難しいところがあります。 

細かいことにはなりますけれども、先ほどご質問にありましたように、同じ診療所があるんな

ら、その診療所を有効に、また有機的に使っていただける、人材や物を生かした形でやっていく

と。だから今までとは同じではない、１つ進んで、同じことをしているようでも、やはりその中

身を充実、質を上げていくということがめり張りの中での、どっちが「めり」になるんですか、

あれですけれども、めり張りをつけていくということになろうかなと思います。 

これからまた追加議案でお世話になるような点もありますけれども、あるものは廃止をする、

そのかわりそのこと以上に効果が上がるような施策であれば、それに予算をつけていくという形

で、表から見ますと余り変わらないかもわかりませんけれども、やはり中身の質を上げていくと

いうところで、やはりめり張りをつけてまいりたいなというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） なかなか今の町長の答弁では、外から見えるでなしに、中でいろんな充実を図る

とか、いろんな形でめりと張りをつけていきたいというご答弁だったというふうに思うんですが、

それぞれ課長の皆さん、それぞれ担当されておるわけですが、今、町長がおっしゃったように、

外からは確かに見えにくいけれども、中でこのことは、もっともっと施策として充実して、今回

の予算には計上したんだと、組み入れたんだという部分がありましたら、どなたでも結構です。 

自分の課では、こういうことを強調して１年間やりたい、このことを中心にやりたい、町民の

人に訴えたい、こういう場面と言いますか、予算計上、あるいはそういう思いで、今回の予算を

計上されたというふうに思うんですが、町長の方針ですから、そういう意味で私の課はこういう

ことを頑張りたい、めりと張りをつけたということがありましたら、教えていただきたいという

ように思います。指名をせなあきませんかね。 

議  長（糸井満雄） 指名をしてください。 
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１ ７ 番（今田博文） 指名をしましょうか、事業課の方がいいですな。 

それでは企画財政課長、財政シミュレーションもいろんな形で出ておるわけですが、今の話で

めりと張りですね、財政運営の中でめりと張りをつけたという部分がありましたら教えてくださ

い。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） それぞれ考え方はあるというふうに思いますけれども、やはり住民の皆様方

が、どのような町を望んでおられるのかということにつきましては、大体３点に集約できるんじ

ゃないかなというふうに私は思っております。 

１つは、安心・安全であること。１つは、福祉が行き届いていること、もう１つは、産業が活

発で働く場が多いこと。大体この３つぐらいが、全国の過疎化で悩んでいる町に住む人たちの願

いだろうというふうに思っております。 

そういう意味で、安心・安全ということにつきましては、引き続きまして小学校の耐震、そう

いったものについて予算がついておりますし、それから、その次の安心・安全ということで保育

所の耐震の診査、そういったことも盛れるというふうに思っております。 

福祉の関係では、やはり今回いろいろと議論がございますけれども、福祉空間、ちょっと最後

まで名前が言えんのですけれども、そういった事業に福祉の充実ということで予算が組んでござ

います。 

それから、引き続き児童生徒医療、そういったものの現物給付、あるいはそれから妊婦健診の

充実、そういったことに福祉の充実という面ではめり張りがつけてあるんではないかというふう

に思いますし。 

それから産業振興の面におきましては、農林関係でも国と一緒に行う事業でございますけれど

も、それの予算もつけております。それから商工の方でも販路開拓の事業、こういったものに補

助制度を創設したりして、そういった意味で予算編成上はめり張りをつけさせていただいたとい

う気でおります。 

以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 吉田課長、すべてを網羅して今ご答弁をいただきましたので、ほかの課長さん方

は次の機会にさしていただきたいというふうに思っております。 

それでは三位一体の改革というのが、小泉首相のときからずっと進められておりまして、

１９年度からは新たな改革と言いますか、第２期に入るんではないかなというふうに思っており

ます。 

ご承知のように三位一体の改革と言いますと、国庫補助金の削減といいますか、改革が１つあ

ります。それから税源移譲ですね、今回、議会でも話が出ておりますように住民税のフラット化、

１０％化をしたと、これが税源移譲につながってきたわけであります。それから交付税の改革、

これを一気に３点セットと言いますか、同時にやっていこうというのが、三位一体の改革という

ふうに言われておる部分でございます。 

先ほど吉田課長からもありましたように、交付税では人口と面積で換算をするんだというふう

なことも、１つの改革かなというふうに思っております。 
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そこで、この三位一体の改革というのが、今まだまだ中途だというふうに思うわけですが、今

の時点ではどのあたりまで進んでおるんですかね。そこをちょっと教えていただけたらというふ

うに思うんですが、いかがでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） どこまで進んでいるのかというご質問でございますが、残念ながら、どこま

で進んでおるということをお答えできません。 

と申しますのは、基本理念として一応、三位一体の改革ということについては、どなたもが賛

成されたことだろうと思います。いわゆる地方分権ということで国の関与を少なくして、地方に

権限を与えていくと。権限を与えるだけではなしに、財源も移譲していくんだと。こういう基本

理念につきましては、おおむねの皆さんが賛成されて進めてきたわけでございますけれども、肝

心の国の省庁、そういったところが果たして地方分権ということで、本当にその気になって議論

していただいているのかどうかということにつきましては、ちょっと私のあずかり知らんところ

でございます。 

そういう意味で、本当の基本理念のとおりにこの三位一体の改革が、どこまで進められている

のかということにつきましては、これはちょっと役場の職員では答弁できかねますので、ご容赦

いただきたいというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 国の施策でありますから、なかなかどこまで進んでおるかということについては、

難しいんだろうというふうに思います。しかし、課長の答弁にありましたように、いわゆる地方

分権、権限を地方に与える、そして同時に財源も与えて地方の裁量を高めていくと。このことが

最大の三位一体の改革の１つの大きな柱と言いますか、テーマであるんだろうというふうに思っ

ております。 

都道府県でありますとか、いろんな政令都市でありますとか、いろんなそういう大きな自治体

というのは、それなりに権限なり、そういった地方の裁量、自治体の権限というのは、確かにふ

えてきているんだろうというふうに思うわけですが、こういった与謝野町のみたいな２万

５，０００人の小さな町では、そこがどこまでやっていただけるんかなあと、あるいはどれだけ

権限が下りてきておるんかな。それに伴う財源というのは、本当に保障されていくんかなという

ことを見ておりますと、なかなかそこまで国が言ってるような財源を与える、権限を与える、地

方の裁量をもっと大きくして、地方の思うようにやってくださいということまでは、なかなかい

かないんだろうと、またいっていないんだろうというふうに思うわけですが、そこの今の財源と

権限、地方の裁量という部分では、またどういうとこら辺までと言うたら、わからんていうて言

われるかわからんけど、どういう思いでその三位一体が始まる前と、今途中ですが、その権限、

財源というのはどういう形で、税源というのはフラット化によってあるわけですが、どういう形

で権限というのは、この与謝野町にも移譲された部分というのはあるんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 具体的には、それぞれ担当課に振らなきゃならんわけですけれども、三位一

体の改革ということで、税源移譲はございますけれども、しかし税源移譲はございましても、そ

の税源移譲で基準財政需要額を上回るような基準財政収入額が生まれてくるということになりま
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すと、これは町の裁量がふえるわけでございますけれども、そういったところに達しないわけで

ございますので、依然、交付税だとかそういったものに頼らなくちゃいけないということでござ

いますから、町の権限がふえたとか、そういったことにはつながらないだろうというふうに思っ

ております。 

それから京都府からの事務移譲だとか、そういったことで従来、府が持っておりました権限に

ついて町が権限を持つと、そういったところも出て来ておるわけでございます。例えば建設課で

言いますと、屋外に設置しております看板ですね、これの設置の許可だとか、それから住民環境

課で言いますと犬の注射ですか、いろんなことがございますけれども、そういったいろいろと権

限が移譲されてきておるものはあるわけですけども、いわゆる地方を左右するだとか、そういっ

たような大きな権限が、果たして与謝野町に与えられているかどうかと言いますと、それはなか

なかないんじゃないかというふうに思っております。 

そういった意味で地方分権、権限移譲、そういったことが叫ばれて久しいわけでございますけ

れども、それが当初の基本理念どおり進められているかということについては、疑問だというこ

とでございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 課長の答弁にありましたように、真の地方分権にはまだまだ遠いというふうに思

っております。もっともっと私は地方に任したらいいんだろうというふうに思うんですね。地方

を信じて、その地域に住み暮らしておるもんが、その地域の状況というのは一番よくわかるわけ

ですから、その人たちで決めていく、決定していく、事業を進める、このことが一番いいんだろ

うというふうに思っております。 

ここで申し上げても国の施策ですから、なかなかいかない、進まないという部分はあるんでし

ょうけれども、一日も早く地方分権、すなわち税源もセットで、もっともっと分権と権限、地方

の裁量をふやしていただきたいなというふうに思っております。そうするともっと太田町長もい

ろんな形で、自分の思いをもっともっと予算に組み込めると、あるいは事業展開もできるだろう

というふうに思うんですね。 

そこで先ほどもありましたけれども、フラット化によって税が入ってきたわけですね。与謝野

町に入ってきたわけですが、委員会で聞きますと２億円ぐらいだというふうに聞いておるんです

が、先ほどその基準財政収入額に算入するということですが、これは１００％入れるということ

だと課長はおっしゃいましたけれども、すなわち収入額１００％入れるわけですが、２億円を、

入れるわけですが、カウントとしてはいわゆる７５％ですかね、地方は、８０％ですかね。

７５％ですかね、２５％は留保財源と言いますか、自主財源と言いますか、自由に使えるお金と

いうことになるんですが、それは１００％入れるということは、例えば２億円を全部入れても、

カウントは７５％をしていくということですか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 先ほど申し上げましたのは、通常は７５％の算入で、２５％は留保財源とい

うことでございますが、税源移譲にかかわります分につきましては、１００％基準財政収入額に

カウントするということでございます。したがいまして、２，０００万円ふえましたら、

２，０００万円をそのまま基準財政収入額にカウントすると、こういうことでございます。 
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議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） そうしますと、いわゆる地方交付税というのは簡単に減ってくるという形になる

わけですね。それを収入額に入れるということは、いわゆる町としては入ってくるお金が多くな

ると。交付税というのは需要額と収入額の差ですから、収入が当然ふえれば交付税は減らされる

と、こういうふうに理解したらいいんですか。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 基本的にはそうです。ただ１８年度と１９年度で見てみますと、今までの税

源移譲分が所得譲与税ということで工夫をされておりました。その所得譲与税も１００％、いわ

ゆる基準財政収入額に今まで算入されておりましたので、いわゆる平成１９年度は所得譲与税で

基準財政収入額にカウントをしておったのが、今度は税でカウントされると、そういうふうに変

わるわけでございますので、１８年度と１９年度で基準財政収入額は、譲与税といわゆる税との

振りかえというだけで、変わらないということでございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） わかりました。 

去年の１２月２５日ですけども、京都府の山田知事さんのこれからの「地方分権と府政の展

望」ということで、議長、副議長、それから財政課長、企画課長もおみえになっとったというふ

うに思うんですが、そこで山田知事さんの講演がありました。その中でいろんな地方の厳しい話、

交付税の話、今の地方分権の話やらいろいろと聞かせていただいたわけですけれども、そこに載

っておりますのが、今地域が直面している問題。子育ての問題でありますとか教育の問題、先ほ

ど答弁がありました安心・安全の問題、格差の問題や、環境の問題や、仕事の問題や、雇用の問

題ですね。いろんな形で地方にはそういう課題、あるいは町民の皆さんのニーズというのがある

わけですね。このことをやはり与謝野町の予算の範囲で、裁量の範囲で、できることは１つ１つ

前向きに解決をしていくと。そのことを………終わりました。続きは、次の１５分でやらせてい

ただきます。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

今田議員、ちょっと答えられますので、途中ですけども。また続きは、次にやってもらったら

いいです。 

町  長（太田貴美） 思いは今田議員と同じでございます。山田知事も恐らく同じ思いだと思います。

ですから地方に分権と言いながら、実際には削減がされてきている。財政が厳しくなってきてい

るのが現実で、やはりそれらに対しては６団体が一致団結して、いろんな決起大会を行ったり、

あるいは緊急的な会合をもったりしておりますし、知事でもやはりこれはもう地方いじめだとい

うようなところまでおっしゃってるぐらいですから、やはりその現実というのは大変非常に厳し

い状況だと思います。 

やはりそういう思いを我が町たけではどうしてもできませんので、やはり議長会を通じて、町

村会を通じて、あるいはそれぞれの団体がやはり声を大きくして、昨年でももう一揆をというよ

うなことも出ておりました。そういう意味で声を大きく上げていくという、そういうことも非常

に大事だろうと思いますし、それらについても府と連携しながらでも、もっともっと活発な活動

をしていく必要があろうかというふうに思っております。 



－386－ 

本当に何ぼ頑張りましても限られた中での財源ですから、あとはそれをどう知恵を出していく

か。先ほども申し上げましたけれども、同じことをするんでも効率のある、あるいは効果のある

仕方はどうなのか。また、それによって町民の方がどれだけサービスに充実感を感じていただけ

るかというようなことを、やはり真剣に職員も一緒になって頑張って、考えていく必要があろう

かというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） それでは、ここで休憩をとりたいと思います。 

３時まで暫時休憩します。 

（休憩 午後２時４３分） 

（再開 午後３時００分） 

議  長（糸井満雄） それでは休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

引き続き質疑を受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは２回目の質問ということで、お世話になります。 

ちょっと急にやれということだったんで、十分準備ができてなくて申しわけないです。 

それでは１点目に私がちょっと問題意識、この間、前半といいますか、一巡した形で論議をさ

れている中で明らかになった点を、ちょっともう一度確認をしておきたいというふうに思ってい

ます。 

それは先ほども今田議員からもご指摘があった三位一体改革の地方財政対策の問題です。それ

にかかわって、地方財政はよくなったのか、ならなかったのかということです。もう少し踏み込

んで説明しますと、簡単に言うと税源移譲ということで、この間、地方税を補強するということ

で、一方で例のいろんな諸税の税制が変わったわけですが、所得税が減らされて住民税がふえた

と、大局から言えばそういうふうになります。これによって結果的に言えば、いわゆる国民保護

法の負担増はふえたんですね、結果的に言うたらふえたんです。大きな負担増がやってきたと、

これが１つの側面です。 

それからもう１つは、この税源移譲の制度に伴って地方財政はふえたかどうか、ここが聞きた

いんですね、ふえることになったのかと。ふえたかどうかというよりも、その面でじゃなくて。 

もう１点、私が気になってるのは、地方財政全体でいうと交付税にカウントされるとされてい

る基準財政需要額そのものが、地方税がふえたことでその分が減ると。これは吉田課長の答弁の

中で明らかになっています。そうなると、差し引きするとトータルではどうなるのかという点を、

簡単に答えてください。 

議  長（糸井満雄） 吉田企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 税収が非常に多くて、税源移譲によっていわゆる交付税をもらわなくてもい

いようになる、いわゆる不交付団体につきましては、これは非常によかったんじゃないかなとい

うふうに思いますが、与謝野町みたいに、いわゆるこういう非常に自主財源に乏しいところでは、

この改正については特にメリットがあるということは、ないんじゃないかというふうに思ってお

ります。特にメリットがあったというふうには、思っていないということでございます。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 
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７  番（伊藤幸男） 町民にわかりやすいように言った方がいいですよ、課長。なかったとは思えない、

なかったと、こういうふうに明確に言うてもらった方が、町民もよく理解できるんじゃないです

か。 

それからもう１つは、今それは不交付団体、難しいことをおっしゃるんで町民にわかりやすく

言うと、交付税をもらわなくていいような財源がある町ですね、こういう団体を指しているんで

すが、私は大体例えば東京都に示されるように、ああいう町はかなり裕福ですからいいんですが、

田舎の我々の町はどんどん悪くなるなというのが印象なんですね。前にも言いましたが、今、税

源移譲のかかわりで制度がちょっと変わってますよね。これも人口割と面積配分ということで、

結局、都市部集中の税源体制になっていると、この流れがあるということですね。 

だからそういうことをトータルに考えたときには、田舎はどんどん削られて、都会型のいわゆ

る国の税金投入にかかっていると、これが流れだというふうに思うんですね。だから、それだけ

に一層、本町の場合は厳しいものがあるという点と、同時に冒頭に言いましたように、きょうの

初めに指摘もありましたが、与謝野町の住民の所得が非常に大変だと。にもかかわらず、今言っ

たように住民負担もまたふえるということですから、なおさら深刻な事態というのは一般質問で

も指摘したところなんで、この点はそのぐらいにしときたいと思っています。 

２つ目の質問に移りたいと思っております。 

それは十分に準備もそれこそできておりませんが、この間、先ほどから論議されてきておりま

す町の産業、いわゆる活性化の問題に絡んで幾つかお伺いをしたいと思っています。 

１つは一般質問でも取り上げましたが、私は答弁を聞いていて、もう少し改めて態度と言うん

ですか、町側の姿勢を問いたいというふうに思っているんですが、１つは町独自の融資制度の廃

止の問題です。これは指摘したように成りかわる、いわゆるそれにかわる対応をどう考えている

かという点です。これはなかなかクリアな答弁が聞けないので、改めてお伺いしたいと思ってい

ます。 

１つは、この論議を私以外にも何人かが、その問題を指摘されてますが、なぜ廃止になったの

かという説明が足りないというように思うんですよ、経過も含めてね。これは商工観光課長の方

から、ぜひ答弁をしていただきたい、なぜあの制度を廃止せざるを得なかったのかと。これは本

町だけの都合じゃないんですよ、そうですね。もちろんその態度は、本町が問われることになり

ます、この点でまずお聞きしときたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

一般質問でしたか、答弁の中で一度お答えさせていただいたというふうに思いますが、大きく

は要因としましては、１つは責任共有制度の導入に伴いますものが１つ。もう１つは、それに伴

います近隣の市町との連絡調整の中で、それは主たるところではなく従たるところなんですが、

この制度融資についての見直しをいろいろと議論する中で、これは一長一短あるというふうに思

いますが、利用者が固定化してきている部分も事実であるというような部分が、かなりウエイト

が高いところで占めておりましたので、そういう部分も含めて、過去からこの制度融資について

どうかという問題も議論されてきましたけれども、今回、線引きをしたのは、やはり責任共有制

度の導入。いわゆる独自で制度を持っている町なりが、きょうまでは信用保証制度の中で、いわ
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ゆる１００％代返済を行っていただいた部分が、４月からは先ほども言いました制度化した町が

一定の負担をもって、貸しっ放しではなくてお互いが、金融機関も含め保証協会、金融機関、制

度化しています町が、それぞれの負担をもって債務と言いますか、返済ができなくなった部分を、

補完していくんだというような部分が新たに出てまいりましたので、果たして責任を共有してま

で町が、制度融資を継続していくべきかどうかという、それが主たる理由でございます。 

あわせましてその補完として、何回も申し上げましたけれども、京都府の制度融資で補完がで

きるという認識に立った中での今回の決断といいますか、こういう形をとったというものでござ

います。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） ちょっと概要が、これで大体わかったと思うんですが、なぜ廃止に踏み切ったの

かというのが。そこでお伺いするんですが、先ほどの説明の中でもありましたけれども、課長は

こうおっしゃっていますね。府の制度があるので、それで補完的な役割を果たせるということを

おっしゃいました。 

私は一般質問でもちょっと、第２質問の中でも言いましたが、京都府の制度がどうなっている

かというと、私が言うまでもなく全部窓口は、相談は商工会でもなければ、地方自治体の商工部

でもありません、商工課でもありません。全部、金融機関なんですよ。金融機関は当然、いわゆ

る零細業者の場合は、到底そんなことは受け付けてもらえないですよ。金融事情というんか、い

わゆる資金繰りが大変なんですから。そういう大変な業者によって、地域の産業が支えられてき

ているんですよ、客観的事実ですよ、これは。 

だからそのことを無視して採算割れを起こしているようなところ、借金の多いところはだめと

いうのが国の基準でしょう。今、金融機関は、それで強行にしてますよ、その物差しで全部切っ

ているんですから。地域はどうなりますか、産業が本当に成り立っていくでしょうか。私はそこ

が問題やと思うんですよ。 

だから私は、まず京都府の制度がそういう事態になっているのに、本当に町の制度が補完でき

るのかと。そうでない、ちゃんとできると言うんだったら、課長、答弁してください。答弁でき

なければ、答弁できませんと言ってください。 

議  長（糸井満雄） 太田商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

伊藤議員の言われるとおりでございまして、京都府の制度融資については金融機関が事務手続

をとるということは事実でございます。 

しかしながら、そういう部分も含めながら、私どもの方で議論してきた中には、抜本的な部分

として責任共有制度の問題の中で、京都府の制度融資の中でも、これも応援融資というメニュー

が１つあるんですが、その中で従来どおりの保証協会が、枠持ちというような形で取り組んでい

ただけるというふうに認識しておりまして、そこの部分が集中して与謝野町の企業さんも利用さ

れるであろうというふうに認識をしております。 

あわせまして、商工会の方の経営指導が入りますと、そこの部分の保証料の率も軽減されると

いうような形のメニューになっておりますので、そこの部分で、ここで町独自という部分はない

わけですけれども、商工会の方の経営指導、融資あっせんの中では、その制度に誘導していくと
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いうことは十分できると思いますし、先ほど答弁で私も申し上げましたけれども、町も今、不況

対策の窓口の中で、ほかにたくさんのメニューがあるわけですけど、そういう指導までやめてい

くということではなくて、当然行政といたしましてもそこの役割は絶対に否定できない、やはり

そこを積極的にやっていくと。 

そういう中で、その制度融資の枠はなくなるんですけども、毎年出します産業振興の施策のチ

ラシの中にもそういうことをきちっとうたいながら、また、金融機関なり京都府の方にもその旨

を伝えておりますので、きちっと連携を密にしながらそういう誘導をしていけば、京都府の方の

制度融資で、一定補完はできるんではなかろうかという判断をしております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今の答弁を聞いてましてわかるように、京都府の今おっしゃった安心何とか融資

ですかね、融資制度ですね。あれは確かに私どもも以前から府議会の中でも共産党も要請をして

つくってきた経過があって、むしろ京都市、京都府の制度が全国にむしろ発信したという、非常

にすぐれた制度ですよ。ですから私どもの期待は、非常に高いんですが。 

しかし問題は、その制度も含めて先ほど言いましたね、金融機関のバロメーター、いわゆる国

が基準を示してる不良債権の多いところはだめだという基準がありますよ。それの物差しでやら

れたときに本当にはい上がろうと、いろいろ再チャレンジだとか、新規産業だとか言ってるけれ

ども、その物差しでしか見ない人らに、そんな気持ちはわからないんですよ。だからそういう現

状を、よくつかむということですよ。 

今課長がその中でも、町としても主体性を持ってやっていきたいというお話があったんで、大

いにそこは期待して、ぜひ今まで融資をやっていた人には相談に来てくれという窓口を設けてく

ださい。設けて、それは責任をもって京都府に誘導しますというぐらいのアクションを起こさな

いと、町の融資制度をなくして、それでしまいということでは、今苦しんでいる業者の人らに、

救いようのないことにしかならないということを申し上げておきたいと思っています。 

これはもう非常に融資制度というのは大きな問題で、先ほど服部議員もおっしゃってましたが、

私は再検討すべきだと。なぜうちが第１号として出発で初めから切るのかと、よそはなくなった

って、与謝野町は頑張ってるという姿勢を、私は貫いてほしかったというように思っています。

それほど重要な問題だと、産業にとっては、いうふうに思います。 

その産業問題で、もう１点言っておきます。いろいろありますけども、絞ってもう１点は、こ

の間、業者の方々からいろんな話を聞いてまして、地元発注の問題です。庁用備品や、町のいろ

んな作成したりするものも含めて発注ですよ、発注が非常によそに流れているんではないかと、

町外に、いうことをかなり強く、私は３人の人からそういう話を聞きました。私はそこはもうち

ゃんとデータはまだ持ってないでしょうが、これは本来は決算でいずれ検証したいというふうに

思っているんで、今の時点で住民の皆さんが非常に困っておられるので、この点は配慮していた

だきたいと、十分。今後の発注については、特に新年度からについては十分配慮してほしい。そ

れは別に、高くてもいいんだなんていうことは言いません。しかし、業者育成という視点をしっ

かり基軸に置いて、業者を育てるんだと。地元行政を育成しょうと、この角度をしっかり基準に

置いて対応していただきたい。見解が違うんであれば、答弁してください。なければいいですよ。 

議  長（糸井満雄） 答弁を求めます。 
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大下総務課長。 

総務課長（大下 修） 地元の業者からというふうなことでございますが、もとより新町になりましてか

ら消耗品類等につきましては、地元で購入するように指導をしておりますし、私の担当でいきま

すと、消防関係のそういう特殊ものについては、そういうぐあいにはいきませんけども、大量に

市販されておるものについては、地元で購入するようにしておりますけれども、それにいたしま

しても見積もりを徴収いたしまして、安価なところから購入しとるというのが実態でございます

ので、業者育成ということに、即、つながるかどうかはちょっと疑問でございますけれども、私

どもの方の姿勢としては、地元からというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今の話を聞いていて評価をしていいのか、私は気持ちとしてはそこの基準という

のは、やっぱり地元業者をもっと育成しなきゃいけないという立場を、もっと鮮明にすべきだと。

そうでなかったら、冒頭に言いましたね、身の丈に合ったとか、循環型のこの地域の中で舞うよ

うな、税金も含めてですよ、そういうまちづくりをしていこうと考えるときに、もっとその点は

業者に努力してくれとか、我々は基準はこうだとか。今、合併との関係であるんだろうと思うん

だけど、例えば印刷業でいえば発注する際でも、ポリシーがないんではないかと思っているんで

す、あの話を聞いてると、町側の。こういうものをつくりたい、やっぱりそのスタンスをきちっ

と持ってほしいというように思いますね。ですから、これはいずれ細かいことは現場の段階でお

話させてもらいますが、ぜひ業者育成を考えるなら、もちろん考えていかなあかんわけですが、

ぜひここは地元発注を重視すると、もっと。それでやっぱり話も、もっともっと詰めた協議を地

元業者でやってほしいというふうに思います。 

次に、時間がありませんが、いわゆる先ほど井田議員からごみ問題が出ておりましたが、それ

は置いといて、これと関連して１点だけ時間がありませんから指摘しておきます。 

補正の質疑の中でも手でおりましたプラテックの問題ですね。私は基本的に服部議員がおっし

ゃったように、大局は基本的に変わらないと思っているんですが、私はプラテックの問題は、ご

承知のように、固形燃料をつくっている施設ですよね。操業以来、苦情が耐えない。地元業者か

ら悪臭、排水、こういうことが非常に、もう関係者が困り果てたんですね。当時から言うと苦情

が非常に多かったですね。多かったにもかかわらず業者側は、何だかんだいうてひどい話は、ひ

どい脅しまで出てきたという事実もあるんですよ。それは私はもう言いたくない、また言ったら

報復されると、こんな話まで出たんですよ。 

だからそんなことをやっぱりほってたわけで、服部議員がおっしゃったように２月の段階でこ

の話し合いができまして、地元業者と。社長も出て、二十数人の輪の中で話し合いができました。

私はこれは非常に大事なことだと思うんです。住民組織ができてやったということ、だからここ

の角度ですよね。この視点が大事だと思うんですよ、オープンにさせる。 

問題は行政側のスタンスです。行政としてそういう問題に、確かにこの問題は、京都府に仕事

でいえば権限がある内容です。しかし町としても、それにどういう立場でしていくんかというこ

とが、非常に大事だと思っています。課長のご答弁をお願いできたらと思うんですが。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） プラテックの問題ですけども、この前もお答えをさせていただきましたよう
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に、行政としても、どのようなことができるかわかりませんけども、できるだけの関与をしてい

きまして、できるだけ業者さんと地元の関係の皆さんのいざこざがあんまりないようにという形

で、行政も入って進めていきたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） もう時間がありませんから、言うだけ言うときます。 

住民が操業以来トラブルがあって、全部報告しているんです。こういうにおいがあった、こう

いうことがあったと報告しているんです。行政はおのずとその情報に基づいて、住民の立場に立

って解決すべきですよ。行政の業者との中立的な立場はありません。基本的に住民の立場に立っ

て解決すると、このスタンスをぜひ貫いてください。時間がないので、粗い言い方で申しわけな

かったですが、基本的にそのスタンスで努力していただきたいということを申し上げて、第２回

目の質問を終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに質疑ありませんか。 

野村議員。 

１  番（野村生八） それでは２回目の質問をいたします。とりわけ、１９年度の福祉の施策を中心に

質問させていただきます。 

まず、１９年度から大きく福祉施策が変わるというふうに思っています。安心どこでもプラン

ということで、今までにない形での取り組みがされるというふうに思っています。 

太田町長は一般質問でも述べましたが、虹ヶ丘をつくられるときに、どっちが先だったか忘れ

ましたが、町のような施設、施設のような町をつくりたいということで、特徴のある施設をつく

られた。今度は町全体を施設のような、どこに住んでいても安心して住める、そういう町、そう

いう空間にしようと。福祉空間としてとらえて取り組まれるということだと思いますが、１９年

度から本格的にも始まるということですが、どれぐらいの期間と、そしてどういう最終目標を持

って取り組まれるのか、この点について、まずお聞きしたいと思います。 

基本的に今、国が例えば特養ホームはもう建設しない中で、これだけたくさんの待機者があっ

て大変困っている。そういう中で、新たな方向として打ち出されるわけで、それに対応できるよ

うなところまでやろうとされているのか、その目標、理念はどこにあるのかお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） どういう目標を持って取り組む予定かということでございますけれども、構想と

しては、まだこれは第一弾であって、これからできれば３６５日・２４時間、今度はどこでもじ

ゃなしに、いつでもというふうなことあたりも、どんどんどんどん充実していこうと思えば、ま

だまだあるわけですけれども、当面ここに掲げておりますのは、できれば１９、２０年あたりで、

整理ができればいいなというふうに考えております。何年までというふうな、そういう決めはし

ておりませんけれども、いろんな補助の制度や、そういうものに乗せてやっていきませんと、な

かなか難しいところもありますので、それが２年の計画が、３年になるというようなこともある

かもわかりませんが、一定の掲げておりますことに取りつきを、とりあえず１９年度からしてい

きたいというふうに考えているところです。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） ３６５日・２４時間、いつでもという高い目標を持って、取り組まれるというふ
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うなことだというふうに今聞きまして非常に喜んでいます。 

一般質問でも言いましたが、デンマークを初め東欧では、施設からこういう在宅でいつでも暮

らせるということで、先進的に早くからされているわけですが、そういう目標ということになる

と、先ほど言いました特養ホームが増設されなくても、この与謝野町では安心して暮らせるとい

う、そういう町を目指しているというふうに受けとめたらいいのか、再度お聞きします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 国の方の方針も、ああいう大きなもう施設は建てていかないと、地域に密着した

形での、みんなの力を借りてやっていくという方向性ですので、おっしゃるとおり今後について

は大きな建物を建てるという方法ではなしに、この福祉空間、与謝野町に住むどなたもが、そう

いう福祉施策を受けられるような方向で進めていきたいというふうに考えております。 

ですから、今のところ与謝野町内には３つの特養があります。それぞれ受け皿になっていると

ころは違いますけれども、またその中の形態もいろいろと違っているかと思います。個室対応し

ているところ、そうでないところ。でも、いろんな選択肢があっていいというふうに思っており

ますので、それ以上のまた違ったサービスの提供できる施設をやはり工夫をしながら、与謝野町

内にできるだけ地域的な隔たりと言うか、偏りがないような形での事業推進は、していきたいと

いうふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） そういう福祉空間として、町全体を取り組むという上でも、ハード事業とともに

いわゆる福祉は人材ということを町長は言われてました。これは課長でもいいと思うんですが、

そういう人材をどう確保するかというのは非常に、この間、補正でも言いましたが、今難しい状

態になっている。結婚するまでの若い高校、あるいは大学を出て若いうちは理想に燃えると言い

ますか、生きがいを持って、安い給料でも働けるが、結婚に近づくとやめるということで、人材

がもう確保できないというのが、とりわけ今、・・では深刻だというふうに言われていますが、

もう遅かれ早かれ、もう全国的な課題だろうと思っています。 

こういう中で、いわゆる人材を育成するための助成の制度も取り組まれとるわけですが、一方

で、ヘルパーの方はもうやめるという話がありまして、全体としてこういう形で進めようと思う

と、今以上にかなり要ると思うんですが、その辺についても、この計画の中に盛り込まれていく

のかどうか、その辺はいかがでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えいたします。 

この地域福祉空間整備の関係につきましては、先ほども町長が申し上げましたとおり、１９年

度から順次、手がけていきたいということで考えております。 

ただ、ここに計画をしておりますその人材の確保について、基本的には社会福祉法人、並びに

ＮＰＯ法人等に運営はお世話になるということでございますので、具体的にこの計画に沿って、

そこら辺の人材の確保についてまでの計画は、それにはうたっておりません。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 人材の確保で一番大切なのが、今言いました待遇ですね。これがきちっと仕事と

して成り立つのかどうかということが、非常に大事だろうと思います。そういう点では引き続き、
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いろんな努力していただいておりますが、そういう視点で努力、あるいは予算づけが必要だろう

というふうに思っています。 

そこで例えば１点ですね、「すずらん」についてお聞きしますが、児童デイサービスですね。

この点について、１８年度よりも２割ぐらい補助が減っている、これは補正で言いました。「す

ずらん」の場合は、４割ほど収入がふえるという、今度の自立支援法の改正で。そういうことが

あるというふうに思いますが、具体的にどういう中身で、これだけの変更になっているのか。さ

らには、いわゆる補正では１，０００万円の赤字に抑えてくれという話を、宮津市ではしている

という答弁がありましたが、これだけ収入がふえた中でも同じような形で、今回これが取り組ま

れているのか。１９年度については、どういう形で話がされているのかお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

ここの１０４ページに上げております「すずらん」の関係の補助金でございますが、６２４万

８，０００円ということで、これは１市２町で１，０００万円を補助するということで、一応こ

こにその見込みでもって予算を計上させていただいております。 

それから、その下に借入金の償還補助金、これにつきましては２４９万２，０００円というこ

とで、ここに施設を設置をするときに、今では１市２町ですが借入金について償還補助をすると

いう、その約束に基づいて計上させていただいておるものでございまして、１市２町で総額、こ

の部分で５６７万３，０００円という数字になっております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） １８年度の補正ときにも、１，０００万円をめどにという答弁をされました。

１９年も１８年も同じということでしょうか。先ほど言いましたように約４割収入がふえるとい

うふうに、いわゆる１８年度が１０月からですから半年分ですが、１年通してふえるということ

になっています。 

その辺の変更内容と、それからそういう中で、いわゆる自立支援法に基づいて１９年度、どれ

だけの収入があるけれども、これだけの赤字になるのか、それもわかる数字を上げていただきた

いと思います。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

まず、ここに予算計上させていただいておりますのは、１９年度の予算編成に基づきまして、

早い段階で予算要求をさしていただいておるということでございます。 

それから、この１，０００万円につきましては、あくまでも得られる収入の不足分という位置

づけをしておりますので、今、予算上は１，０００万円ということにしておりますが、当然、自

立支援法によります報酬等がふえてまいりますと、その分は減らさしていただくということを基

本にしております。あくまでも、その不足額を補助させていただくということにしておりますの

で、収入がふえれば、今は１，０００万円を見込んで予算計上させていただいておりますが、そ

れが減っていくということでございます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） その不足額ですが、収入は自立支援法に基づいてサービス全体に対する収入がき
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っちりと入る体制になっているんですね、以前と違って、発足当時とは違って。それでも多分こ

の１，０００万円というと、自立支援法に基づく給付費と変わらないぐらいの赤字ということに

なると思うんですね、このままでいけば。つまりまともに事業を成り立たせるとすると、これだ

け４割収入がふえても大幅な赤字になる、これが自立支援法の今の給付の内容だということが、

これでよくわかるのではないかと私は思うんですが、そうではなくて、この「すずらん」にはよ

そよりも収入が上がらない特別な事由があるのかどうか、それがありましたら教えていただきた

いと思います。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

「すずらん」の関係につきましては、児童デイサービスということになってくるわけですが、

これが自立支援法によりまして、そこの就学前児童の占める人数によって、報酬単価等に差がつ

けられるということになってまいりました。 

特に、就学前児童が７割以上を占めますと、７５４単位ということですから７，５４０円とい

うことになるわけですが、それが７割を切りますと４０７単位、４，０７０円ということでござ

います。したがいまして、そういった就学前児童が７割を超えないというような理由づけもある

んではないかというように考えておりまして、また、一方では、７５４単位と４０７単位とに差

があって、そこに同じように利用しながら、利用者負担に差があるということでございますので、

その部分を１９年度から補助をさせていただこうということで、今回の１９年度予算に計上させ

ていただいたということでございます。それは１０２ページの児童デイサービス助成金というこ

とで、５２万５，０００円を計上をさせていただいております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今言われた７００円台と４００円台の格差が、同じ制度で通っておられる家庭で

生まれるということで、その格差分を町の方で今回補助をして是正をするという、そういうほか

の町にはない取り組みを与謝野町ではしていただくということで、非常に親も喜んでおられると

いうふうなことも聞いています。 

町長にお聞きをしたいと思っていますが、そういう努力をしていただいておりますが、いわゆ

るそういう町の問題ではなくて国の制度として、「すずらん」は先ほど課長が答弁されましたが、

これは１０月段階でどちらになるか確定していて、「すずらん」は全体が７５４点でしたかね、

そちらで運営ができるというふうに聞いていましたので、今質問しているんですが、それはもう

以前よりもかなり収入がふえるわけです。 

一方で、かなり収入が減る施設がある。「夢織り」なんかがそうだと思いますが、もう制度そ

のものがもう全く今回変わりますので、１，０００万円、２，０００万円単位で減る施設がいっ

ぱい生まれています。こういう「すずらん」のようにふえても、これだけ赤字が生まれるという

のが、今の自立支援法の実態だろうと。つまり今の自立支援法の給付費で、まともな職場の運営

をしようと思うとこれだ赤字になると、これが今の国の制度の大きな問題の１つだろうというふ

うに思っています。利用者の方の問題もありますが、そういう点では引き続き頑張って、いろん

な制度で、先ほど言いましたように取り組んでいただいていますが、引き続きこういう自立支援

法のもとで、先ほど言いましたように人材を確保するためには、まともな仕事として事業所が運
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営できる、そういう制度にしないと、これはもうどうとも継続はしていけないというところに、

きているのではないかと思っています。 

そういう点でも、京都府に対しても、国に対しても、町としても、引き続きそういう視点で福

祉全体を、この福祉空間を進める視点として障害者も問題もですが、これはもう高齢者の関係、

介護保険も同じような実態で、いわゆるひどい給与体系で働かざるを得ない中で頑張っていると

いう実態があると思いますので、ぜひそこら辺をご理解いただいて、そこへの支援ということが

ないと、この福祉空間づくりがなかなかうまく回らない、建物ができてもサービスが行き届かな

いということになるのではないかと思っていますが、その辺については、どのようにお考えでし

ょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 私自身、その辺の中身まで十分に承知しとらんところがございます。また本当に

いろんなこういったことを進めていこうと思いますと、やはり人というのは非常に大事なことに

なりますし、それぞれの法人なりＮＰＯがされるというものの、非常にますます資格を持ったと

言いますか、高度な資格を持った人の確保が必要になってくるかというふうに思いますし、それ

らについても今後研究なりをさせていただいて、またいい手だてが考えられるようであれば、そ

うしたものを今後に向けて検討させるような形にしたいというふうに思います。 

今のところ、どういう方向でということは、なかなかお示しすることはできませんけれども、

考え方としてはやはりそうした雇用という面からも考えますと、そうしたことも必要かなという

ふうに感じております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） １００ページの重度移動支援の欄で、補助の制度がなくなっているわけですね、

１９年度は。この内容についてお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 岡田福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） １００ページの移動支援と言われますと、重度身体障害者移動支援事業ではない

かというように思っております。 

これにつきましては１市２町で６０万円、京都タクシーに補助をいたしまして、リフト付きタ

クシーを運行していただいております。ところが非常に財政も、どこの町も市も厳しいというふ

うなことから、宮津市さんの方がまず、これについては補助できないということを打ち出されま

して、その後、伊根町も同じように補助の廃止を打ち出されました。それで与謝野町につきまし

ては、とりあえず平成１８年度については、補助をさしていただくということにさしていただい

たわけですが、既に宮津市等は１８年度から廃止ということでございましたので、この与謝野町

につきましても、このリスト付きタクシーの補助金につきましては、廃止をさしていただくもの

でございます。ただ、京都タクシーさんによりますと、今の車が使える間は、そのまま運行をさ

していただくというようなお話をお聞きしております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 人材とともに今指摘しました移動ということね、足ということも、この福祉空間

を考える上では、非常に大事だろうというふうに思っています。何とか当面は継続できるという

ことですが、今、公共交通の新しい取り組みが始まっていますが、その中でこういう問題につい
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てもカバーできるような、そういう取り組みとして、ぜひ進めていただきたいというふうに思っ

ています。指摘だけしておきます。 

それで、とりわけこの福祉空間づくりというのが、当町では高齢者も障害者も含めた一体的な

取り組みとして進められようとしていますので、そういう点でも旧野田川の岩屋の福祉の里もそ

うでしたが、非常に評価ができるなというふうに思っています。 

こういう今言いましたいろんな問題がかかわってきますけども、先進的にそういう問題につい

て引き続き取り組んでいただきたい。ヘルパーの問題で言えば、ヘルパーの制度そのものがなく

なり、介護士にかわっていくわけですね。それを見据えて早目にそういう人材を育てられるよう

な、民間でやるのなら、その支援も含めて民間と相談をしていただくというあたりでも取り組ん

でいただきたいというふうに思っています。よろしくお願いします。 

次に、環境課長に質問します。 

し尿の問題なんですが、宮津市がこのし尿処理場が今までのところが大変で、新しくかえると

いうことで１９年度に調査費が計上されていますが、その施設の内容が、今までの衛生プラント

のような施設じゃなくて、公共下水に流し込む施設と、その調査費というふうなことを聞いてい

ます。こういう形で宮津市がやるとなると、公共下水全体の計画そのものに影響してくるんでは

ないかなというふうにも思っています。当然、当与謝野町にも相談をかけながら、提案されただ

ろうというふうに思っていますが、どういう形に今後なっていくのか、お聞きします。 

議  長（糸井満雄） 藤原住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは、お答えをさせていただきます。 

宮津市さんのし尿の下水道投入の関係でございますけども、昨年の１２月の議会で、し尿処理

の将来展望についてということで、宮津市の２人の議員さんの方から一般質問がありまして、市

はこれに対しまして、当初は施設の更新の計画をしておったけども、費用対効果の検討をした結

果、流域下水道に投入する方法が最善だということで、今後、京都府等と協議をして進めるとい

うことで答弁されております。 

その後、ことしに入りまして２回ほど宮津市さんと協議と言うんですか、宮津市さんにいろん

な話を聞かせていただきながらしとるわけですけども、まだ与謝野町としましてはいろんな資料

をそろえまして、内部協議ができるようなことになっておりませんので、今すぐ方針を出すのは

困難だということで、今後、与謝野町としまして資料収集をして、結論を出したいということで

検討しとったわけですけども、その後に、また宮津市さんの方からちょっと話がございまして、

するとかしないとかは別にしまして同一テーブルに着いて、今後検討していこうということにな

っております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 宮津市のし尿処理場は、もう本当にパンク寸前で、１９年度からかからないと間

に合わないという深刻な事態の中で、取り組まれているというふうに聞いています。そういう中

で、今の答弁だと何か、どちらになるかわからない、その検討も含めた調査費みたいな答弁だっ

たというふうに聞こえたんですが、私が聞いているのとは大分違いますが、それは間違いないん

でしょうか。完全に流域下水に投入するために施設をつくる、その施設は約１０億円ぐらいかか

るという具体的な検討がされているようですが、そういう方向での調査だというふうに思うんで
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すが、そうではないということですね。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 正直、今１０億円かかるという話は、初めて聞くわけでございます。宮津市さん

が非常にし尿の処理施設については、本当に待ったなしの状況の中で、下水に投入することがで

きないかなということをおっしゃってましたし、直接市長の方から、それらについても研究を早

急にしていきたいと。できる、できないは非常にハードルが高いんで、京都府との調整も必要で

あるけれども、一番今の段階ではそういう方法がいいのではないかというふうなことで、一緒に

また情報交換しながら、研究はしていきたいというふうなところでとまっております。 

具体的に、宮津市さんはお急ぎになっていますから、じゃあ自分とこがするには、どれぐらい

のものがあるかというふうな中での、いろんな研究や協議の内容であるのかなというふうには思

いますけれども、まだそこまで私たちには報告も聞いておりませんので、今の状況の中で与謝野

町も一緒にしていくだとか、こういう形のこういう方法ならこれぐらいかかるだとか、非常にそ

ういった詳細については、全く聞いておりません。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 当町としても下水が進むもとで、最後をどういう形で衛生プラントがなっていく

かということは、課題があるというふうに思います。そういう中で、流域下水に投入できれば、

それは１つの解決策だろうと思いますので、そのこと自身はいい方向だろうというふうに思って

いますが、宮津の場合は流域下水になってない地域がかなりあって、その全体が流されていくと

なると、終末の処理場が今までの計画と、合わないというふうなことも生まれてくるんだろうと

いうふうに思っています。そういう点では、十分協議が必要だと思われますが、心配してますの

は、何か宮津が見切り発車的にされないかどうかということが、ちょっと今までの経過もあって

不安に思っていますので、その辺について十分宮津市側から、宮津市がしようとされてることな

んで、協議していただけるように、これは頑張っていただきたいというふうに言わしていただき

ます。 

以上で終わります。 

議  長（糸井満雄） ここでお諮りします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） ご異議なしと認めます。 

本日はこれにて延会とすることに決定しました。 

この次は、明日３月２７日午前９時３０分から再開しますので、ご出席をお願いします。 

ご苦労さんでした。 

（延会 午後３時５４分） 

 


